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1 本説明書について
本説明書は、製品の重要な一部であり、安全に設置および操作いただけるようご案内するためのものです。
説明書に記載されている注意事項や指示には、本製品の使用において必ず従ってください。

▪ 製品を初めて使用する前に、安全に関する章をよくお読みになり、それに従ってください。

▪ 製品の作業を行う前に、説明書の該当セクションをよくお読みになり、遵守してください。

▪ 説明書は大切に保管し、次のユーザーに引き継ぐようにしてください。

▪ ご不明な点がございましたら、Bürkert社営業所にお問い合わせください。

製品に関する詳しい情報は、country.burkert.comをご覧ください。

1.1 メーカー
ビュルケルトジャパン株式会社

〒112-0005 東京都文京区

水道 1-12-15 白鳥橋三笠ビル

お問合せ先は、country.burkert.comの連絡先メニューをご覧ください。

1.2 使用したアイコン

危険

死亡または重傷を負う可能性のある危険を警告します。

警告

死亡または重傷につながる可能性のある危険を警告します。

注意

軽傷または軽度の怪我を引き起こす可能性のある危険を警告します。

注記

製品またはシステムに損傷を与える可能性のある物的損害を警告します。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

https://country.burkert.com
https://country.burkert.com
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 危険を防ぐための指示を示します。

実施すべき作業手順を示します。

結果を示します。

メニュー ソフトウェアテキストを示します。

1.3 用語と略語
本説明書で使用されている用語と略語は、次の定義を表しています。

製品 タイプ 8756

▪ 質量流量メータ (MFM) büS/CANopen

▪ 質量流量メータ (MFM) アナログ

▪ ポンプ付き質量流量コントローラ (MFC) büS/CANopen

▪ ポンプ付き質量流量コントローラ (MFC) アナログ

▪ 比例バルブ付き質量流量コントローラ (MFC) büS/CANopen

▪ 比例バルブ付き質量流量コントローラ (MFC) アナログ

▪ モジュラーアクチュエータ用インターフェース付き質量流量コントローラ (MFC)
büS/CANopen

▪ モジュラーアクチュエータ用インターフェース付き質量流量コントローラ (MFC)
アナログ

büS Bürkertが開発したCANopenプロトコルに基づく通信バス

NAMUR 測定および制御技術の標準化ワーキンググループ (NAMUR) は、プロセス産業の自動
化技術を利用するユーザーを対象とした国際的な協会です。

NAMUR推奨 (NE)
107

フィールド装置の自己監視と診断。
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2 安全注意事項

2.1 保証
保証の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの装置の適正使用です。

2.2 使用目的
製品を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危険が及ぶ可能性があります。

MFMタイプ8756は、液体の質量流量の測定専用です。

MFCタイプ8756は、液体の質量流量の測定および制御専用です。

契約書、取扱説明書、銘板、較正プレートのデータ (追加データ、動作条件、使用条件) を確認してくだ
さい。

製品は、屋内でのみご使用ください。

製品は高度2,000 mまでしか使用できません。

製品は、製品メーカーが推奨する外部機器とのみ使用してください。

製品は、製品メーカーが推奨するコンポーネントとのみ使用してください。

製品の操作は慎重に行い、定期的かつ専門的なメンテナンスを行ってください。

製品は完全な動作状態でのみ使用してください。適切な保管、輸送、取付、および使用を行ってくださ
い。

製品は必ず用途に沿って適切に使用してください。

2.3 一般的な安全注意事項
この安全注意事項は、製品の取付、使用、およびメンテナンス中に発生する予期せぬケースや事象を考慮し
たものではありません。運営会社は、従業員の安全を含め、現地の安全規制を遵守する責任があります。

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パイプの通気と排水を行います。
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危険

感電による負傷の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も電源を入れないようにしてください。
▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

危険

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
▶ 高温の表面に素手で触れないでください。
▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
▶ 製品をすべての引火性の高い材料または媒体から遠ざけてください。

警告

媒体の漏れによる怪我の危険。

動作媒体、その反応生成物、および蒸気との接触によって、怪我をする可能性があります。

吸入した蒸気は健康に害を及ぼす可能性があります。
▶ 使用する動作媒体に関して、該当するすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

人身事故を起こさないために、以下の指示に従ってください：

フィルターを通した媒体でのみ、製品を操作してください。

製品の動作圧力が、製品データシートに記載されている動作圧力の値を超えないようにしてください。
データシートは、当社のウェブサイトで入手できます：country.burkert.com

製品の素材と互換性のある媒体でのみ使用してください。

また、製品に変更を加えたり、機械的ストレスを与えたりしないでください。

設置および製品を誤作動から保護します。

取付およびメンテナンス作業は、訓練を受けた担当者のみが行うことができます。

電源または媒体の供給が中断された後、プロセスが制御された方法で再開されるようにしてください。

業界のベストプラクティスに従ってください。

注記

静電気の放電の危険性があるコンポーネントまたはアセンブリ。

本製品には、静電気 (ESD) の影響を受ける電子部品が含まれています。静電気を帯びた人員や物との接触
はこれらの部品を損傷する恐れがあります。最悪の場合、すぐに壊れたり、次に電源を入れたときに故障
したりする可能性があります。
▶ 静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にするために、EN 61340-5-1 に記載されているすべ

ての予防措置を講じてください。
▶ 通電中の電気部品には触れないでください。

http://country.burkert.com
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3 製品説明

3.1 構造

3.1.1 質量流量メータ

1

2

3

4
5

67 8 9

10

11

12 13

図 1: MFMの製品のタイプ

1 アナログ製品のタイプ： 電気接続、5ピン M12ソケット、Aコード

1 製品のタイプ büS/CANopen： 不使用

2 電気接続、5ピンM12プラグ、Aコード

3 可能な流体接続：

▪ DIN ISO228/1に準拠したGめねじ流体接続

▪ ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ流体接続

▪ おねじ式真空フィッティングによる流体接続

▪ おねじ式真空クランプリング接続による流体接続

4 機能アース接続用のM4ねじ

5 基本ブロック

6 製品の状態表示 NAMUR NE 107に従って動作します。
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7 不使用

8 不使用

9 不使用

10 M3六角穴付きねじ

11 カバー

12 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース

13 メモリーカード用差込スロット

3.1.2 ポンプ付き質量流量コントローラ

1

2

3

4
5

6

7

8

9

1011

12
13 14

図 2: ポンプ付きMFCの製品のタイプ

1 アナログ製品のタイプ： 電気接続、5ピン M12ソケット、Aコード

1 製品のタイプ büS/CANopen： 不使用

2 電気接続、5ピンM12プラグ、Aコード
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3 可能な流体接続：

▪ DIN ISO228/1に準拠したGめねじ流体接続

▪ ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ流体接続

▪ おねじ式真空フィッティングによる流体接続

▪ おねじ式真空クランプリング接続による流体接続

4 機能アース接続用のM4ねじ

5 基本ブロック

6 ポンプ

7 製品の状態表示 NAMUR NE 107に従って動作します。

8 不使用

9 不使用

10 不使用

11 M3六角穴付きねじ

12 カバー

13 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース

14 メモリーカード用差込スロット
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3.1.3 比例バルブ付き質量流量コントローラ

1

2

3
4

5

6

7

8

9

10
11

1213 14

図 3: 比例バルブ付きMFCの製品のタイプ

1 アナログ製品のタイプ： 電気接続、5ピン M12ソケット、Aコード

1 製品のタイプ büS/CANopen： 不使用

2 電気接続、5ピンM12プラグ、Aコード

3 可能な流体接続：

▪ DIN ISO228/1に準拠したGめねじ流体接続

▪ ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ流体接続

▪ おねじ式真空フィッティングによる流体接続

▪ おねじ式真空クランプリング接続による流体接続

4 機能アース接続用のM4ねじ

5 基本ブロック

6 比例バルブ

7 製品の状態表示 NAMUR NE 107に従って動作します。

8 不使用

9 不使用

10 不使用
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11 M3六角穴付きねじ

12 カバー

13 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース

14 メモリーカード用差込スロット

3.1.4 モジュラーアクチュエータ用質量流量コントローラ

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10
11

1213 14

図 4: モジュラーアクチュエータ用MFCの製品のタイプ

1 アナログ製品のタイプ： 電気接続、5ピン M12ソケット、Aコード

1 製品のタイプ büS/CANopen： 不使用

2 電気接続、5ピンM12プラグ、Aコード

3 可能な流体接続：

▪ DIN ISO228/1に準拠したGめねじ流体接続

▪ ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ流体接続

▪ おねじ式真空フィッティングによる流体接続

▪ おねじ式真空クランプリング接続による流体接続

4 機能アース接続用のM4ねじ

5 基本ブロック

6 アクチュエータ接続用8ピン M12ソケット



Type 8756

製品説明

17

7 製品の状態表示 NAMUR NE 107に従って動作します。

8 不使用

9 不使用

10 不使用

11 M3六角穴付きねじ

12 カバー

13 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース

14 メモリーカード用差込スロット

3.2 製品ステータス表示
製品ステータス表示は、NAMUR NE 107の推奨に従ってカラーとステータスを変更します。

製品ステータス表示の色は、

▪ 製品診断がアクティブであるかどうかを示します。診断は製品でアクティブであり、非アクティブにす
ることはできません。

▪ 製品診断がアクティブな場合、製品ステータス表示には、診断イベントが生成されたかどうかが表示さ
れます。複数の診断イベントが生成された場合、製品ステータス表示には、最も優先度の高い診断イベ
ントが表示されます。表を参照 [} 17]

製品ステータス表示が点滅している場合、製品はソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」などのユーザ
ーインターフェイスで選択されています。

1したカラー カラーコード (PLC
用)

2した診断イベント

赤 5 故障、エラーまたは障害

製品や周辺機器の故障によるもの。

▪ MFM：測定値が無効です。

▪ MFC：測定値が無効で、製品の規制ができなくなりました。

オレンジ 4 機能チェック

製品の作業が行われています。

▪ MFM：出力信号は一時的に無効です。

▪ MFC：製品は一時的に制御することができません。

1 NE 107に準拠
2 NE 107に準拠
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1したカラー カラーコード (PLC
用)

2した診断イベント

黄 3 仕様外

製品の環境条件またはプロセス条件が指定範囲外です。

製品の内部診断は、製品またはプロセスプロパティの問題を示します。

青 2 メンテナンス要

必要なメンテナンスを行います。

▪ MFM：製品は測定を続けます。

▪ MFC：製品は引き続き制御されていますが、機能が一時的に制限されています。

緑 1 -

診断はアクティブであり、診断イベントは生成されませんでした。

▪ MFC：製品は通常操作モードまたは操作モードで動作しますStored set-point

value。以下の章を参照： 通常の運転モード (MFC) [} 65] および 基準値 (MFC)
のソース選択 [} 68]。

表 1: NAMUR NE 107、エディション2006-06-12に準拠した、アクティブ診断用の製品ステータス表示

製品ステータス表示で示された問題を解決するには、第障害 [} 72]章を参照してください。

3.3 ラベル

3.3.1 較正プレート

4

5

2

1 Mass Flow Meter

Flow Direction
Pmax: 16 bar
Id: 00******

QC passed: __ . __ . ____

3

図 5: 較正プレートの説明

1 製品のタイプ

2 流量方向。流量方向は製品のタイプによって異なります

3 最大動作圧力

4 製品の商品番号

5 製造日
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3.3.2 銘板

8756  24V ...   4W [4W]
IP65/IP67 NEC Class 2 only
25.0 kg/h         H2O

büS/CANopen
Ta= –10°C...+60°C
S/N 1000   W41ME  PS=100barg VAAg
00******

1 2 3

8910

11
12
13

14
15

4

5

6

7

図 6: 定格銘板の説明(例)

1 製品のタイプ

2 動作電圧、直流電流

3 UL 61010-1に準拠した消費 [代表的な消費 3

4 UL認証を受けた製品については、限定された「NEC クラス2」の回路のみを使用してください。

5 警告記号：製品に付属の取扱説明書を遵守してください。

6 較正媒体

7 シール材

8 破裂圧力

9 製造コード

10 製品の商品番号

11 製品のシリアル番号

12 周囲温度

13 製品のタイプ büS/CANopen：通信インターフェース

13 製品のタイプ アナログ：入力と出力

14 公称質量流量 (Q公称)

15 IP保護等級

3 条件]：周囲温度23 °C、公称流量100%
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3.3.3 適合性認証
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認証マーク

図 7: CE認証マーク

3.4 メモリーカード

メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合は、Bürkertの営業所から新しいメモリーカ
ードを購入してください。

製品にはメモリーカードが挿入されています。

製品に通電する場合、2つのオプションがあります。

▪ 挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場合は、製品がそのデータを引き継ぎま
す。製品が納品されると、メモリカードには製品別データが含まれています。保存されたデータのリス
トについては、country.burkert.com からダウンロードできる「開始ファイルのヘルプ」を参照してくだ
さい。

▪ 挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータをメモリーカードにロードします。新し
いメモリーカードは空の状態です。

メモリカードのデータは、同じ商品番号の別の製品に転送できます。たとえば、欠陥のある製品から新しい
製品にデータを転送できます。

3.5 ポンプ付き質量流量コントローラ仕様
ポンプはマイクロアニュラーギアポンプです。

注記

マイクロアニュラーギアポンプは完全に締まっていません。
▶ 液漏れによるトラブルを防ぐため、ポンプのスイッチを切ったときに媒体が流れていないことを確認し

てください。静圧を考慮に入れてください。

注記

吸引圧力によるポンプの損傷の危険。
▶ 吸引圧力は可能な限り低くし、常に200 mbar未満にする必要があります。

ポンプの耐用年数は約8,000～10,000時間です。その値は、以下の基準によって決まります。

http://country.burkert.com
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▪ ポンプの乾燥サイクルタイム

▪ ポンプ速度

▪ 使用済み媒体

▪ 背圧

3.6 比例電磁弁付き質量流量コントローラ
制御バルブは、直動式の通常閉比例バルブです。

次の条件が満たされた場合、制御バルブが密閉機能を引き継ぎます。

▪ 製品は指定された圧力範囲内で使用されます。

▪ 製品には、FKM、FFKM、EPDMなどの柔らかい素材で作られたバルブシートシーリングが装備されて
います。

バルブシートシーリングがPCTFEなどの硬い素材でできている場合、制御バルブが漏れる可能性が
あります。

バルブの呼び径が0.05 mmまたは0.1 mmの製品には、硬い素材で作られたバルブシートシーリング
が付いています。

3.7 カスタマイズされたアクチュエータ (モジュラーアクチュエータ用
MFC)

モジュラーアクチュエータ用MFCは、次のアクチュエータと組み合わせることができます。

▪ 比例バルブ

▪ ポンプ

アクチュエータを選択するときは、モジュラーアクチュエータ用MFCの次の基本データに注意してくださ
い。

▪ メータ標準流量

▪ 入口圧力

▪ ～
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4 テクニカルデータ

4.1 適合性
装置は、EU適合宣言書に基づいてEU指令に準拠しています（該当する場合）。

指令への適合性を証明するために適用される基準は、EU型の検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確
認することができます（該当する場合）。

4.2 動作条件

警告

圧力、媒体の漏れによる怪我の危険。
▶ 最大動作圧力を超えないようにしてください。最大動作圧力の値は、製品データシートに記載されてい

ます。

注意

屋外での使用による誤動作による怪我の危険。
▶ 屋外での使用は避けてください。

4.2.1 質量流量メータ

周囲温度 0 °C～+50 °C

媒体温度 -10 °C～+70 °C、液体状態のみ

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠したIP保護等
級

IP65、 IP67 4

条件：

▪ ケーブルを接続する必要があります。

▪ 嵌合プラグを挿入して締める必要があります。

表 2: MFMの動作条件

流体接続 シール材 動作圧力

▪ DIN ISO228/1に準拠したGめねじ流体接続

▪ ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ流体
接続

▪ FFKM

▪ PCTFE

最大100 bar

4 IP保護等級はBürkertによって決定されます。IP保護等級は、ULでは評価されていません。
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流体接続 シール材 動作圧力

▪ DIN ISO228/1に準拠したGめねじ流体接続

▪ ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ流体
接続

金属 最大50 bar

▪ おねじ式真空フィッティングによる流体接続

▪ おねじ式真空クランプリング接続による流体接
続

▪ 金属

▪ FFKM

▪ PCTFE

最大50 bar

表 3: 最大動作圧力

4.2.2 ポンプ付き質量流量コントローラ

周囲温度 0 °C～+50 °C

媒体温度 -10 °C～+60 °C、液体状態のみ

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠したIP保護等
級

IP40 5

条件：

▪ ケーブルを接続する必要があります。

▪ 嵌合プラグを挿入して締める必要があります。

動作圧力

▪ 入口圧力 ▪ 0 bar

▪ 出口圧力 ▪ 最大10 bar

表 4: ポンプ付きMFMの動作条件

4.2.3 比例バルブ付き質量流量コントローラ

周囲温度 0 °C～+50 °C

媒体温度 -10 °C～+60 °C、液体状態のみ

周囲湿度 <95%、結露なきこと

5 IP保護等級はBürkertによって決定されます。IP保護等級は、ULでは評価されていません。
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EN 60529に準拠したIP保護等
級

IP65 6

条件：

▪ ケーブルを接続する必要があります。

▪ 嵌合プラグを挿入して締める必要があります。

動作圧力

▪ 入口圧力 ▪ 最大5 bar

表 5: 比例バルブ付きMFCの動作条件

4.2.4 モジュラーアクチュエータ用質量流量コントローラ

周囲温度 0 °C～+50 °C

媒体温度 -10 °C～+70 °C、液体状態のみ

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠したIP保護等
級

IP65、 IP67 7

条件：

▪ ケーブルを接続する必要があります。

▪ 嵌合プラグを挿入して締める必要があります。

表 6: モジュラーアクチュエータ用MFCの動作条件

流体接続 シール材 動作圧力

▪ DIN ISO228/1に準拠したGめねじ流体接続

▪ ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ流体
接続

▪ FFKM

▪ PCTFE

最大100 bar

▪ DIN ISO228/1に準拠したGめねじ流体接続

▪ ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ流体
接続

金属 最大50 bar

▪ おねじ式真空フィッティングによる流体接続

▪ おねじ式真空クランプリング接続による流体接
続

▪ 金属

▪ FFKM

▪ PCTFE

最大50 bar

表 7: 最大動作圧力

6 IP保護等級はBürkertによって決定されます。IP保護等級は、ULでは評価されていません。
7 IP保護等級はBürkertによって決定されます。IP保護等級は、ULでは評価されていません。
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4.3 製品素材

製品の部品 素材

基本ブロック ステンレス鋼 316L

ハウジング 塗装済みアルミニウム、ステンレス鋼

シール 銘板を参照

製品ステータス表示 ポリカーボネート

媒体と接触する部品 (センサ
ー)

ステンレス鋼1.4404

媒体と接触する部品 (MFC) 超硬合金、エポキシ樹脂接着剤

媒体と接触する部品 (比例バル
ブ付きMFC)

ステンレス鋼303、ステンレス鋼434、ステンレス鋼301

素材は、取り付けられている比例バルブによって異なります

表 8: 製品素材

4.4 寸法、重量

対応する製品のデータシートを確認してください。

4.5 媒体データ

4.5.1 質量流量メータ

較正媒体 水

較正媒体の温度 25 °C

較正圧力 4 bar

表 9: 較正条件

動作媒体 液体

液体のタイプ 清潔で均質な液体

最大粒度 10 µm

最小動的粘度 0.3 mPa.s
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最大動的粘度 200 mPa.s

圧力損失を考慮に入れてください。以下の章を参
照： 質量流量メータの圧力損失 [} 27]

表 10: 動作媒体

密度範囲 0～5 kg/l

1.5 kg/hを超える質量流量値の測定精度 ±0.01 kg/l

1.5 kg/hを超える質量流量値の再現性 ±0.005 kg/l

表 11: 密度測定

温度範囲 –10～70 °C

1.5 kg/hを超える質量流量値の測定精度 ±1.0 °C

1.5 kg/hを超える質量流量値の再現性 ±0.5 °C

表 12: 温度測定

質量流量範囲 0.05～25 kg/h

1分間のウォームアップ時間後の測定精度 測定値±0.2% + ±0.0014 kg/h

0.0014 kg/h = ゼロ点安定性

測定スパン 1：500

測定スパンは、製品のQnominalとQminの比率で定
義されます。Qmin = 0.05 kg/h.図 MFM：メータ標準
流量に応じた測定範囲 [} 27]を参照

再現性 測定値±0.1% + ±0.0007 kg/h

0.0007 kg/h = ゼロ点安定性

応答時間 (t95%) <300 ms

応答時間は、使用する動作媒体によって異なります

表 13: 質量流量測定
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図 8: MFM：メータ標準流量に応じた測定範囲

4.5.2 質量流量メータの圧力損失

質量流量メータ (MFM) の圧力損失は、以下のパラメータに依存します：

▪ フロー速度

▪ 製品の流体接続のサイズ

▪ 製品の流体接続のタイプ

▪ 製品の基本ブロックサイズ

▪ 動作媒体の種類

次の図は、MFMを通過する水の圧力損失を示しています。

0,00
1,00
2,00
3,00
4,00
5,00
6,00
7,00
8,00
9,00

10,00
11,00
12,00
13,00
14,00
15,00
16,00

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

1mPas

5mPas

10mPas

25mPas50mPas
100mPas

150mPas
200mPas

[kg/h]

∆p [bar]

メータ標準流量 Q

図 9: 圧力損失図、MFM
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4.5.3 ポンプ付き質量流量コントローラ

動作媒体 液体

液体のタイプ 清潔で均質な液体

最大粒度 10 µm

最小動的粘度 0.3 mPa.s

最大動的粘度 200 mPa.s、流量範囲を縮小した場合。流量が8 kg/
hの場合、媒体の粘度は50 mPa.sを超えないでくだ
さい。

圧力損失を考慮に入れてください。以下の章を参
照： 圧力損失、ポンプ付き質量流量コントローラ
[} 29]

表 14: 動作媒体

温度範囲 –10～60 °C

1.5 kg/hを超える質量流量値の測定精度 ±1.0 °C

1.5 kg/hを超える質量流量値の再現性 ±0.5 °C

表 15: 温度測定

質量流量範囲 0.05～8 kg/h

1分間のウォームアップ時間後の測定精度 測定値の±0.2% + ±0.0014 kg/h Qmin <0.3 kg/hの場
合、制御精度が低下する可能性があります。

0.0014 kg/h = ゼロ点安定性

測定スパン 1:160

測定スパンは、製品のQnominalとQminの比率で定
義されます。Qmin = 0.05 kg/h.図 ポンプ付きMFC：
メータ標準流量に応じた測定範囲 [} 29]を参照

整定時間 (t95%) <1秒、20 °Cの水の場合

整定時間は、使用する動作媒体によって異なりま
す。

表 16: 質量流量測定
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図 10: ポンプ付きMFC：メータ標準流量に応じた測定範囲

較正媒体 水

較正媒体の温度 25 °C

較正圧力 4 bar

表 17: 較正条件

密度範囲 0～5 kg/l

1.5 kg/hを超える質量流量値の測定精度 ±0.01 kg/l

1.5 kg/hを超える質量流量値の再現性 ±0.005 kg/l

表 18: 密度測定

4.5.4 圧力損失、ポンプ付き質量流量コントローラ

ポンプを搭載した質量流量コントローラ (MFC) には、動作媒体に応じて圧力損失が発生します。

次の図は、ポンプ付きのMFCを介した20 °Cでの水の圧力損失を示しています。

∆p [bar]

0

2

4

6

8

10

12

14

16

入口圧力
ポンプ

出口圧力
ポンプ

出口圧力
製品

図 11: 圧力損失図、ポンプ付きMFC、20 °Cの水の場合
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4.5.5 比例バルブ付き質量流量コントローラ

動作媒体 液体

液体のタイプ 清潔で均質な液体

最大粒度 10 µm

最小動的粘度 0.3 mPa.s

最大動的粘度 40 mPa.s、流量範囲を縮小した場合。

圧力損失を考慮に入れてください。以下の章を参
照： 圧力損失、比例バルブ付き質量流量コントロー
ラ [} 32]

最大背圧 入口圧力の50%

表 19: 動作媒体

質量流量範囲 0.08～25 kg/h

1分間のウォームアップ時間後の制御精度 測定値± 0.5%または±0.012 kg/h。最大値に注意して
ください。

測定スパン >1:300

測定スパンは、製品のQnominalとQminの比率で定
義されます。Qmin = 0.08 kg/h.図 比例バルブ付き
MFC：メータ標準流量に応じた測定範囲 [} 31]を参
照

整定時間 (t95%) <2 s、20 °Cの水、背圧なし、ただし流量 > 1 kg/h

整定時間は、使用する動作媒体によって異なりま
す。

表 20: 質量流量測定
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図 12: 比例バルブ付きMFC：メータ標準流量に応じた測定範囲

温度範囲 –10～60 °C

1.5 kg/hを超える質量流量値の測定精度 ±1.0 °C

1.5 kg/hを超える質量流量値の再現性 ±0.5 °C

表 21: 温度測定

較正媒体 水

較正媒体の温度 25 °C

較正圧力 4 bar

表 22: 較正条件

密度範囲 0～5 kg/l

1.5 kg/hを超える質量流量値の測定精度 ±0.01 kg/l

1.5 kg/hを超える質量流量値の再現性 ±0.005 kg/l

表 23: 密度測定
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4.5.6 圧力損失、比例バルブ付き質量流量コントローラ
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図 13: 圧力損失図、比例バルブ付きMFC

4.5.7 モジュラーアクチュエータ用質量流量コントローラ

較正媒体 水

較正媒体の温度 25 °C

較正圧力 4 bar

表 24: 較正条件

密度範囲 0～5 kg/l

1.5 kg/hを超える質量流量値の測定精度 ±0.01 kg/l

1.5 kg/hを超える質量流量値の再現性 ±0.005 kg/l

表 25: 密度測定

質量流量範囲 0.05～25 kg/h

1分間のウォームアップ時間後の測定精度 測定値±0.2% + ±0.0014 kg/h

0.0014 kg/h = ゼロ点安定性

測定スパン 1：500

測定スパンは、製品のQnominalとQminの比率で定
義されます。Qmin = 0.05 kg/h.図 モジュラーアクチ
ュエータ用MFC：メータ標準流量に応じた測定範囲
[} 33]を参照

再現性 測定値±0.1% + ±0.0007 kg/h

0.0007 kg/h = ゼロ点安定性
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応答時間 (t95%) <300 ms

応答時間は、使用する動作媒体によって異なります

表 26: 質量流量測定

動作媒体 液体

液体のタイプ 清潔で均質な液体

最大粒度 10 µm

最小動的粘度 0.3 mPa.s

最大動的粘度 200 mPa.s

圧力損失を考慮に入れてください。以下の章を参
照： モジュラーアクチュエータ用質量流量コントロ
ーラの圧力損失 [} 34]

表 27: 動作媒体

温度範囲 –10～70 °C

1.5 kg/hを超える質量流量値の測定精度 ±1.0 °C

1.5 kg/hを超える質量流量値の再現性 ±0.5 °C

表 28: 温度測定
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図 14: モジュラーアクチュエータ用MFC：メータ標準流量に応じた測定範囲
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4.5.8 モジュラーアクチュエータ用質量流量コントローラの圧力損失

モジュラーアクチュエータ用の質量流量コントローラ (MFC) には、次のパラメータに依存する圧力損失が
あります。

▪ フロー速度

▪ 製品の流体接続のサイズ

▪ 製品の流体接続のタイプ

▪ 製品の基本ブロックサイズ

▪ 動作媒体の種類

次の図は、モジュラーアクチュエータ用MFCを介した水の圧力損失を示しています。

0,00
1,00
2,00
3,00
4,00
5,00
6,00
7,00
8,00
9,00

10,00
11,00
12,00
13,00
14,00
15,00
16,00

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

1mPas

5mPas

10mPas

25mPas50mPas
100mPas

150mPas
200mPas

[kg/h]

∆p [bar]

メータ標準流量 Q

図 15: 圧力損失図、モジュラーアクチュエータ用MFC

4.6 電気データ

4.6.1 質量流量メータ

注記

▶ UL認証を受けた部品については、限定された「NEC クラス2」の回路のみを使用してください。

動作電圧 24 V DC ±10%

最大消費電力 4 W

通信インターフェース büSとCANopen。通信タイプは、ソフトウェア「Bürkertコミ
ュニケーター」で選択できます。

表 29: 一般的な電気データ、製品のタイプ büS/CANopen

動作電圧 24 V DC ±10%
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最大消費電力 4 W

表 30: 一般的な電気データ、製品のタイプ アナログ

リレータイプ 1つのオープナーと1つのクローザーを備えた切り替えリレー。
両方の接点は電位フリーです

最大定格出力 1 A、30 V、30 VA

表 31: リレー出力、製品のタイプ アナログ

0/4～20 mA ▪ 最大ループインピーダンス：600 Ω

▪ 分解能：20 μA

0～5/10 V ▪ 最大電流：20 mA

▪ 分解能：10 mV

表 32: 測定値のアナログ出力、製品のタイプ アナログ

0～0.2 V レベル1をアクティブ化する

0～4 Vまたは開 レベル2をアクティブ化する

5～28 V レベル3をアクティブ化する

表 33: デジタル入力、製品のタイプ アナログ

4.6.2 ポンプ付き質量流量コントローラ

注記

▶ UL認証を受けた部品については、限定された「NEC クラス2」の回路のみを使用してください。

動作電圧 24 V DC ±10%

残留リップル < 2%

消費電力

▪ 最大消費電力 ▪ 52 W

▪ 標準 消費電力 ▪ 水の場合は16 W、流量の場合は8 kg/h

通信インターフェース büSとCANopen。通信タイプは、ソフトウェア「Bürkertコミ
ュニケーター」で選択できます。

表 34: 一般的な電気データ、製品のタイプ büS/CANopen

動作電圧 24 V DC ±10%

残留リップル < 2%
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消費電力

▪ 最大消費電力 ▪ 52 W

▪ 標準 消費電力 ▪ 水の場合は16 W、流量の場合は8 kg/h

表 35: 一般的な電気データ、製品のタイプ アナログ

リレータイプ 1つのオープナーと1つのクローザーを備えた切り替えリレー。
両方の接点は電位フリーです

最大定格出力 1 A、30 V、30 VA

表 36: リレー出力、製品のタイプ アナログ

0/4～20 mA ▪ 最大ループインピーダンス：600 Ω

▪ 分解能：20 μA

0～5/10 V ▪ 最大電流：20 mA

▪ 分解能：10 mV

表 37: 測定値のアナログ出力、製品のタイプ アナログ

0/4～20 mA ▪ 最大入力インピーダンス：200 Ω

▪ 分解能：5 µA

0/5～10 V ▪ 最小入力インピーダンス：20 kΩ

▪ 分解能：2.5 mV

表 38: 基準値のアナログ入力、製品のタイプ アナログ

0～0.2 V レベル1をアクティブ化する

0～4 Vまたは開 レベル2をアクティブ化する

5～28 V レベル3をアクティブ化する

表 39: デジタル入力、製品のタイプ アナログ

4.6.3 比例バルブ付き質量流量コントローラ

注記

▶ UL認証を受けた部品については、限定された「NEC クラス2」の回路のみを使用してください。

動作電圧 24 V DC ±10%

残留リップル < 2%

消費電力
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▪ 最大消費電力 ▪ 13 W

▪ 標準 消費電力 ▪ 水の場合は10 W、流量の場合は25 kg/h

通信インターフェース büSとCANopen。通信タイプは、ソフトウェア「Bürkertコミ
ュニケーター」で選択できます。

表 40: 一般的な電気データ、製品のタイプ büS/CANopen

動作電圧 24 V DC ±10%

残留リップル < 2%

消費電力

▪ 最大消費電力 ▪ 13 W

▪ 標準 消費電力 ▪ 水の場合は10 W、流量の場合は25 kg/h

表 41: 一般的な電気データ、製品のタイプ アナログ

リレータイプ 1つのオープナーと1つのクローザーを備えた切り替えリレー。
両方の接点は電位フリーです

最大定格出力 1 A、30 V、30 VA

表 42: リレー出力、製品のタイプ アナログ

0/4～20 mA ▪ 最大ループインピーダンス：600 Ω

▪ 分解能：20 μA

0～5/10 V ▪ 最大電流：20 mA

▪ 分解能：10 mV

表 43: 測定値のアナログ出力、製品のタイプ アナログ

0/4～20 mA ▪ 最大入力インピーダンス：200 Ω

▪ 分解能：5 µA

0/5～10 V ▪ 最小入力インピーダンス：20 kΩ

▪ 分解能：2.5 mV

表 44: 基準値のアナログ入力、製品のタイプ アナログ

0～0.2 V レベル1をアクティブ化する

0～4 Vまたは開 レベル2をアクティブ化する

5～28 V レベル3をアクティブ化する

表 45: デジタル入力、製品のタイプ アナログ
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4.6.4 モジュラーアクチュエータ用質量流量コントローラ

注記

▶ UL認証を受けた部品については、限定された「NEC クラス2」の回路のみを使用してください。

動作電圧 24 V DC ±10%

最大消費電力 4 W プラス最大65 W (アクチュエータの消費電力)

通信インターフェース büSとCANopen。通信タイプは、ソフトウェア「Bürkertコミ
ュニケーター」で選択できます。

PWMシグナル (オープンコレクター) 22 kΩのプルアップ抵抗とフリーホイールダイオード、両方と
も24 V

表 46: 一般的な電気データ、製品のタイプ büS/CANopen

動作電圧 24 V DC ±10%

最大消費電力 4 W プラス最大65 W (アクチュエータの消費電力)

PWMシグナル (オープンコレクター) 22 kΩのプルアップ抵抗とフリーホイールダイオード、両方と
も24 V

表 47: 一般的な電気データ、製品のタイプ アナログ

リレータイプ 1つのオープナーと1つのクローザーを備えた切り替えリレー。
両方の接点は電位フリーです

最大定格出力 1 A、30 V、30 VA

表 48: リレー出力、製品のタイプ アナログ

0/4～20 mA ▪ 最大ループインピーダンス：600 Ω

▪ 分解能：20 μA

0～5/10 V ▪ 最大電流：20 mA

▪ 分解能：10 mV

表 49: 測定値のアナログ出力、製品のタイプ アナログ

0～0.2 V レベル1をアクティブ化する

0～4 Vまたは開 レベル2をアクティブ化する

5～28 V レベル3をアクティブ化する

表 50: デジタル入力、製品のタイプ アナログ



Type 8756

流体接続

39

5 流体接続

5.1 安全注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パイプの通気と排水を行います。

危険

感電による負傷の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も電源を入れないようにしてください。
▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

警告

媒体の漏れによる怪我の危険。

動作媒体、その反応生成物、および蒸気との接触によって、怪我をする可能性があります。

吸入した蒸気は健康に害を及ぼす可能性があります。
▶ 使用する動作媒体に関して、該当するすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

注意

不適切な取付けによる怪我の危険。
▶ 取付は、訓練を受けた担当者のみが行うことができます。担当者は適切な補助具を使用する必要があり

ます。
▶ 誤って作動しないように、しっかりと設置してください。
▶ 取付後、再始動が制御されていることを確認してください。

注意

MFMでの漏れによる怪我の危険。
▶ 質量流量が低く、圧力が高い場合は、設置がしっかりしていることを確認してください。密度が高いた

め、誤った測定や動作媒体の漏れを防ぐことができます。
▶ しっかりとした設置を行うために、以下の手順に従ってください。製品の媒体接続に適合した直径で、

表面が滑らかなパイプを使用してください。

注意

ポンプ付きMFCでの漏れによる怪我の危険。
▶ 製品の媒体接続に適合した直径で、表面が滑らかなパイプを使用してください。
▶ 液漏れによるトラブルを防ぐため、ポンプのスイッチを切ったときに媒体が流れていないことを確認し

てください。静圧を考慮に入れてください。
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注意

比例バルブ付きMFCでの漏れによる怪我の危険。
▶ 製品の媒体接続に適合した直径で、表面が滑らかなパイプを使用してください。

注記

汚染による誤動作。
▶ 汚染された動作媒体を使用する場合は、製品の前にフィルターを取り付けてください。フィルターを使

用することにより、トラブルのない製品の機能を保証します。以下の章を参照： 媒体データ [} 25]

注記

MFCポンプの損傷による誤動作。
▶ 製品の前にメッシュフィルターを取り付けます。メッシュサイズは10 µmを超えないでください。

BürkertのタイプKF01フィルターも使用できます。

注記

液体中のガスのキャビテーションと脱ガスを防止する必要があります。
▶ キャビテーションと脱ガスを回避するために、動作媒体が均質な液体であり、ライン内の圧力が十分に

高いことを確認してください。
▶ 製品をパイプラインに設置するときは、製品の較正プレートに示されている流量方向を守ってくださ

い。
▶ 本製品の外付けポンプを使用する場合は、製品の前にポンプを設置してください。

注記

▶ 機械的な設置による強い振動は避けてください。

5.2 取付手順
1. パイプラインに媒体を設置する作業を行います。以下の章を参照： 取付け手順 [} 40]

2. 電気的設置を行います。以下の章を参照： 電気的接続部 [} 43]

3. 製品を稼働させます。以下の章を参照： コミッショニング [} 52]

5.3 取付け手順
フローコンディショニングには、流入距離と流出距離は必要ありません。

次の図に示すように、水平パイプまたは垂直パイプに製品を取り付けることをお勧めします。
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流量方向

気泡の蓄積による
製品の
誤動作の危険

図 16: 水平方向の設置位置

流量
方向

パイプの乾燥による
製品の
誤作動の危険

流量
方向

図 17: 垂直方向の設置位置

5.3.1 G1/8''めねじ流体接続

スレッド接続を閉じる保護キャップを取り外します。

製品の片側で流体接続を行います。

使用するねじ接続については、メーカーの指示に従ってください。

使用するねじ接続については、メーカーのトルク値に従ってください。

製品の反対側でも同じように流体接続を行ってください。

5.3.2 NPT1/8''めねじ流体接続

製品の片側で流体接続を行います。

使用するねじ接続については、メーカーの指示に従ってください。

使用するねじ接続については、メーカーのトルク値に従ってください。

製品の反対側でも同じように流体接続を行ってください。

5.3.3 おねじ式真空フィッティングによる流体接続

接続を閉じる保護キャップを取り外します。
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製品の片側で流体接続を行います。

使用するねじ接続については、メーカーの指示に従ってください。

使用するねじ接続については、メーカーのトルク値に従ってください。

製品の反対側でも同じように流体接続を行ってください。

5.3.4 おねじ式真空クランプリング接続による流体接続

製品の片側で流体接続を行います。

使用するねじ接続については、メーカーの指示に従ってください。

使用するねじ接続については、メーカーのトルク値に従ってください。

製品の反対側でも同じように流体接続を行ってください。
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6 電気的接続部

6.1 安全注意事項

危険

感電による負傷の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も電源を入れないようにしてください。
▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

警告

静電気放電による発火および火災の危険性。

製品からの静電気放電により、可燃性ガスの蒸気に引火する恐れがあります。
▶ 静電気の蓄積を防ぐために、ハウジングを機能アース (FE) に接続します。緑と黄色のケーブルはできる

だけ短くしてください。また、ケーブルの断面は、少なくとも電源ケーブルの断面に対応している必要
があります。

警告

電磁場による怪我の危険。

機能アース (FE) が接続されていない場合、EMC指令の要件は満たされません。
▶ ハウジングを機能アース (FE) に接続します。緑と黄色のケーブルはできるだけ短くしてください。ま

た、ケーブルの断面は、少なくとも電源ケーブルの断面に対応している必要があります。

注記

製品が正しく機能するための要件。
▶ 十分な電力のあるパワーサプライを使用してください。
▶ MFCでは、動作電圧の最大許容残留リップルに注意してください (残留リップル < 2%)。

6.2 その他の書類
▪ büSの詳細については、country.burkert.com で入手できる配線ガイドを参照してください。

▪ 本製品に関するCANopenの詳細情報は、country.burkert.com の取扱説明書「CANopenネットワーク構
成」に記載されています。

▪ 製品説明ファイルと、関連する製品タイプのオブジェクト説明 (country.burkert.comからダウンロー
ド)。

▪ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の製品別ヘルプ。

▪ ご要望に応じてLabVIEW用のbüSドライバー。

http://country.burkert.com
http://country.burkert.com
http://country.burkert.com
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6.3 製品のタイプ büS/CANopenを配線する

6.3.1 BürkertのbüS延長ケーブル付き

製品を正しく操作するための要件。
▶ country.burkert.com で英語と日本語で入手できる配線ガイドを参照してください。

製品の配線には、BürkertのbüS延長ケーブルが使用できます。以下の表を参照してください。

位置 商品番号

5ピンM12プラグ付きbüS延長ケーブル、0.1 m 772492

5ピンM12プラグ付きbüS延長ケーブル、0.2 m 772402

5ピンM12プラグ付きbüS延長ケーブル、0.5 m 772403

5ピンM12プラグ付きbüS延長ケーブル、1 m 772404

5ピンM12プラグ付きbüS延長ケーブル、3 m 772405

表 51: アクセサリ： büS延長ケーブル

嵌合ソケットのメーカーが指定したトルクで、嵌合ソケットを5ピンプラグにねじ込みます。

製品の機能的な接地を実行します。以下の章を参照： 機能アースを接続する [} 50]

6.3.2 BürkertのbüSケーブル付き

製品を正しく操作するための要件。
▶ country.burkert.com で英語と日本語で入手できる配線ガイドを参照してください。

製品の配線には、BürkertのbüSケーブルが使用できます。さらに、Bürkertの嵌合ソケットを使用できま
す。以下の表を参照してください。

位置 商品番号

büSケーブル、50 m 772413

büSケーブル、100 m 772414

ストレート5ピンM12ソケット 772416

角度付き5ピンM12ソケット 772418

表 52: アクセサリ： büSケーブルとソケット

büSケーブルを使用する場合は、導体の信号を確認してください。以下の表を参照してください。

http://country.burkert.com
http://country.burkert.com
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büSケーブルの導体のカラー 信号

赤 24 V DC

黒 GND

白 CAN_H

青 CAN_L

表 53: büSケーブルの導体の信号

注記

別の嵌合ソケットを使用する場合は、製品を正しく動作させるために以下の要件を守ってください。
▶ シールド接続のある嵌合ソケットを使用してください。
▶ büSケーブルが嵌合ソケットを介して供給されていることを確認してください。Bürkertが提供するbüS

ケーブルの外径は8.2 mmです。

嵌合ソケットを配線します。嵌合ソケットについては、メーカーの指示に従ってください。

各導体を適切なピンに挿入します。以下の図を参照してください。

M12スレッドは内部でFEに接続されています
1

2

3

4

5

6

図 18: büS／CANopen：ピン割り当て、5ピンM12プラグ (Aコード)

1 シールド 2 24 V

3 GND 4 CAN_H

5 CAN_L 6 コーディングフラグ

ケーブルシールドの1つの編組を取り、その編組をピン1に挿入します。

嵌合ソケットのメーカーが指定したトルクで、嵌合ソケットを5ピンプラグにねじ込みます。

製品の機能的な接地を実行します。以下の章を参照： 機能アースを接続する [} 50]

6.3.3 CANopenケーブル付き

製品を正しく操作するための要件。
▶ シールドされたCANopenケーブルを使用してください。ケーブルシールドには、編組シールドま

たはフォイルシールドがあります。

Bürkertの嵌合ソケットを使用して製品を接続できます。以下の表を参照してください。
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位置 商品番号

ストレート5ピンM12ソケット 772416

角度付き5ピンM12ソケット 772418

表 54: アクセサリ：ソケット

注記

製品を正しく操作するための要件。
▶ シールド接続のある嵌合ソケットを使用してください。
▶ 嵌合ソケットのメーカーから提供されたケーブルとワイヤの仕様を遵守してください。

嵌合ソケットを配線します。嵌合ソケットについては、メーカーの指示に従ってください。

各導体を適切なピンに挿入します。以下の図を参照してください。

M12スレッドは内部でFEに接続されています
1

2

3

4

5

6

図 19: büS／CANopen：ピン割り当て、5ピンM12プラグ (Aコード)

1 シールド 2 24 V

3 GND 4 CAN_H

5 CAN_L 6 コーディングフラグ

ケーブルシールドの1つの編組を取り、その編組をピン1に挿入します。

嵌合ソケットのメーカーが指定したトルクで、嵌合ソケットを5ピンプラグにねじ込みます。

製品の機能的な接地を実行します。 機能アースを接続する [} 50]

6.4 製品のタイプ アナログを配線する

製品を正しく操作するための要件。
▶ シールドされたCANopenケーブルを使用してください。ケーブルシールドには、編組シールドま

たはフォイルシールドがあります。
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注記

製品を正しく操作するための要件。
▶ ユニオンナットにシールド接続転送付きの嵌合ソケットを使用します。
▶ ユニオンナットにシールド接続転送付きの嵌合プラグを使用します。
▶ 金属製の嵌合プラグと嵌合ソケットを使用してください。
▶ 嵌合ソケットまたはプラグのメーカーから提供されたケーブルとワイヤの仕様を遵守してください。

製品のタイプがMFMの場合は、次の図のM12プラグのピン割り当てに従って嵌合ソケットを配線しま
す。嵌合ソケットについては、メーカーの指示に従ってください。

M12スレッドは内部でFEに接続されています

図 20: MFM アナログ：ピン割り当て、5ピンM12プラグ (Aコード)

1 アナログ出力用GND

2 24 V

3 GND

4 接続されていません

5 測定値のアナログ出力

6 コーディングフラグ

ケーブルシールドを嵌合ソケットに接続します。

製品がMFCの場合は、次の図のM12プラグのピン割り当てに従って嵌合ソケットを配線します。嵌合ソ
ケットについては、メーカーの指示に従ってください。

M12スレッドは内部でFEに接続されています

図 21: MFC アナログ：ピン割り当て、5ピンM12プラグ (Aコード)

1 アナログ出力と基準値入力用のGND

2 24 V

3 GND
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4 基準値-入力

5 測定値のアナログ出力

6 コーディングフラグ

ケーブルシールドを嵌合ソケットに接続します。

嵌合ソケットのメーカーが指定したトルクで、嵌合ソケットを5ピンプラグにねじ込みます。

次の図のM12ソケットのピン割り当てに従って、嵌合プラグを配線します。嵌合プラグについては、メ
ーカーの指示に従ってください。

M12スレッドは内部でFEに接続されています

図 22: アナログ：ピン割り当て、5ピンM12ソケット

1 デジタル入力用のGND

2 デジタル入力 +

3 リレー — 基準接点

4 リレー — 通常閉接点 (オープナー)

5 リレー — 通常開接点 (クローザー)

6 コーディングフラグ

ケーブルシールドを嵌合プラグに接続します。

嵌合プラグのメーカーが指定したトルクで、嵌合プラグを5ピンソケットにねじ込みます。

製品の機能的な接地を実行します。以下の章を参照： 機能アースを接続する [} 50]

6.4.1 デジタル入力

5ピンM12ソケットにはデジタル入力があります。デジタル入力は、機能をリモートでトリガーするために
使用されます。

以下の機能は、MFM製品のタイプで使用できます。

▪ アクティブ媒体用カウンターをリセットします。

以下の機能は、MFC製品のタイプで使用できます。

▪ アクティブ媒体用カウンターをリセットします。

▪ Autotune機能を開始します。
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▪ アクチュエータの遠隔操作のトリガーまたは製品によるアクチュエータ制御のトリガー。

次の表は、5ピンM12ソケットのデジタル入力に標準で割り当てられている機能を示しています。

製品のタイプ アナログ 標準割り当て

MFM Reset totalizer

MFC Start autotune

表 55: 5ピンM12ソケットへのデジタル入力の標準割り当て

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、デジタル入力を介してリモートでトリガーされ
る機能を選択します。使用可能な機能の1つだけをデジタル入力に割り当てることができます。

機能には、1、2、または3つの可能な切り替えレベルがあります。機能に複数の切り替えレベルがある場
合、各切り替えレベルは異なるアクションをトリガーします。次の表に、切り替えレベルに割り当てられて
いるアクションと、各レベルを有効にする方法を示します。

機能 有効化された切り替えレベルに応じたアクション

レベル 1 レベル 2 レベル 3

アクティブ化：デジタル
入力をデジタル入力のア
ースに接続。

アクティブ化：1～
4 V DC (または：接続さ
れていません)

アクティブ化：5～
28 V DC

MFC： Start autotune 機能をトリガーする 不使用 不使用

MFC： Actuator control アクチュエータの閉鎖を
トリガーする

通常の運転モードをトリ
ガーする

アクチュエータの開放を
トリガーする

Reset totalizer 機能をトリガーする 不使用 不使用

表 56: 切り替えレベルによってトリガーされるアクション

6.4.2 リレー出力

5ピンM12ソケットにはリレー出力があります。

MFM製品のタイプのリレー回路は、次のイベントを示している可能性があります。

▪ 警告が生成されました。たとえば、動作電圧が高すぎると、警告が生成されます。

▪ エラーメッセージが生成されました。たとえば、センサーエラーが検出されると、エラーメッセージが
生成されます。

MFC製品のタイプのリレー回路は、次のイベントを示している可能性があります。

▪ 警告が生成されました。たとえば、動作電圧が高すぎると、警告が生成されます。

▪ エラーメッセージが生成されました。たとえば、センサーエラーが検出されると、エラーメッセージが
生成されます。
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▪ 基準値に到達できません。

▪ 製品はAutotuneを実行します。

▪ Set-point value source が変更されました。

次の表は、MFMの5ピンM12ソケットのリレー出力にデフォルトで割り当てられるイベントを示します。

出力 標準割り当て

リレー出力 Empty pipe detected

Gas bubbles in the system

表 57: MFM：5ピンM12ソケットのリレー出力の標準割り当て

次の表は、MFCの5ピンM12ソケットのリレー出力にデフォルトで割り当てられるイベントを示していま
す。

出力 標準割り当て

リレー出力 基準値に到達できません

表 58: MFC：5ピンM12ソケットのリレー出力の標準割り当て

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、リレー出力に割り当てられているイベントを選
択します。リレー出力には、いくつかのイベントを割り当てることができます。

6.5 機能アースを接続する
以下の手順に従って、製品の機能的な接地を確立してください。

緑と黄色のケーブルはできるだけ短くしてください。また、ケーブルの断面は、少なくとも電源ケーブ
ルの断面に対応している必要があります。

サイズ6.5 mmのマイナスドライバーでM4ねじを緩めます。

M4ねじ

図 23: 機能アース接続用M4ねじの位置

緑黄色のケーブルをケーブルラグでM4ねじに固定します。

M4ねじを1.8～2 N mのトルクで締めます (これは、1.33～1.47 lbf ftに相当)。

6.6 外部アクチュエータ (モジュラーアクチュエータ用MFC) を接続す
る

Bürkertの嵌合プラグを使用して製品を接続できます。以下の表を参照してください。
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位置 商品番号

角度付き8ピンM12プラグ 775070

表 59: アクセサリ：プラグ

M12ソケットのピン割り当てに従って、嵌合プラグを配線します。嵌合プラグについては、メーカーの
指示に従ってください。

図 24: モジュラーアクチュエータ用MFC：ピン割り当て、8ピンM12ソケット

1 24 V

2 GND

3 接続されていません

4 接続されていません

5 接続されていません

68 PWM (オープンコレクター)

7 内部使用のみ

8 接続されていません

9 コーディングフラグ

嵌合プラグのメーカーが指定したトルクで、嵌合プラグを8ピンソケットにねじ込みます。

8 22 kΩのプルアップ抵抗とフリーホイールダイオード、両方とも24 V。
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7 コミッショニング

7.1 安全注意事項

警告

動作圧力による怪我の危険。
▶ 製品の動作圧力が、製品データシートに記載されている動作圧力の値を超えないようにしてください。

データシートは、当社のウェブサイトで入手できます：country.burkert.com

警告

不適切な操作による危険。

不適切な操作は、怪我をしたり、製品やその周囲環境を破壊したりする恐れがあります。
▶ 試運転前に、オペレータが取扱説明書の内容を把握し、完全に理解していることを確認する必要があり

ます。
▶ 安全注意事項および適切な使用を遵守してください。
▶ 必ず適切な訓練を受けた担当者が、設置と製品の始動を行うようにしてください。
▶ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用してパラメータを変更できるのは、適切な訓練を受け

た担当者のみです。

7.2 コミッショニングの手順 (MFM)

製品の操作 は、工場で媒体を使用してテストされています。残留媒体は、媒体と接触する製品の部
分に残る可能性があります。

ゼロ点調整は必要ありません。

動作媒体でパイプを加圧します。

パイプを動作媒体で洗い流します。

パイプの中を完全にベントします。

製品の電源を入れてください。

挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場合は、製品がそのデータを引き継ぎ
ます。製品出荷時に保存されたデータのリストについては、country.burkert.com からダウンロード
できる「開始ファイルのヘルプ」を参照してください。

挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータをメモリーカードにロードします。
メモリカードで発生する可能性のある問題については、第各種の問題 [} 83]章を参照してくださ
い。

http://country.burkert.com
http://country.burkert.com
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▶ メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合は、Bürkertの営業所から新しいメモリー
カードを購入してください。

製品のタイプ büS/CANopen：CANopen通信とbüS通信のどちらかを選択します。以下の章を参
照： CANopen通信またはbüS通信を設定する [} 63]

製品は正常に動作します。

7.3 コミッショニングの手順 (ポンプ付きMFC)

パイプが空でエア抜きされ、ポンプが空運転すると、MFCのポンプが損傷する可能性があります。

基準値を0に設定します。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。製品をソフトウェア「Bürkertコミュニ
ケーター」に接続する [} 60]の章を参照してください

パイプを充填するには、第ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷することなくパイプを充填する [} 59]章で
説明されている手順を実行します。

第電気的接続部 [} 43]章の説明に従って、製品を再配線します。

製品の電源を入れてください。

挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場合は、製品がそのデータを引き継ぎ
ます。製品出荷時に保存されたデータのリストについては、country.burkert.com からダウンロード
できる「開始ファイルのヘルプ」を参照してください。

挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータをメモリーカードにロードします。
メモリカードで発生する可能性のある問題については、第各種の問題 [} 83]章を参照してくださ
い。

▶ メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合は、Bürkertの営業所から新しいメモリー
カードを購入してください。

製品のタイプ büS/CANopen：CANopen通信とbüS通信のどちらかを選択します。以下の章を参
照： CANopen通信またはbüS通信を設定する [} 63]

Autotune機能を実行します。以下の章を参照： 制御パラメータの最適化 (MFC) [} 67]

製品は正常に動作します。

7.4 コミッショニングの手順 (比例バルブ付きMFC)

製品の操作 は、工場で媒体を使用してテストされています。残留媒体は、媒体と接触する製品の部
分に残る可能性があります。

http://country.burkert.com
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ゼロ点調整は必要ありません。

動作媒体でパイプを加圧します。

比例バルブが完全に開いていることを確認してください。

パイプを動作媒体で洗い流します。

パイプの中を完全にベントします。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。製品をソフトウェア「Bürkertコミュニ
ケーター」に接続する [} 60]の章を参照してください

第パイプから気泡を洗い流す (比例バルブ付きMFC) [} 59]章の説明に従って、パイプから気泡を洗い流
します。

第電気的接続部 [} 43]章の説明に従って、製品を再配線します。

製品の電源を入れてください。

挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場合は、製品がそのデータを引き継ぎ
ます。製品出荷時に保存されたデータのリストについては、country.burkert.com からダウンロード
できる「開始ファイルのヘルプ」を参照してください。

挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータをメモリーカードにロードします。
メモリカードで発生する可能性のある問題については、第各種の問題 [} 83]章を参照してくださ
い。

▶ メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合は、Bürkertの営業所から新しいメモリー
カードを購入してください。

製品のタイプ büS/CANopen：CANopen通信とbüS通信のどちらかを選択します。以下の章を参
照： CANopen通信またはbüS通信を設定する [} 63]

Autotune機能を実行します。以下の章を参照： 制御パラメータの最適化 (MFC) [} 67]

製品は正常に動作します。

7.5 コミッショニングの手順 (モジュラーアクチュエータ用MFC)

製品の操作 は、工場で媒体を使用してテストされています。残留媒体は、媒体と接触する製品の部
分に残る可能性があります。

ゼロ点調整は必要ありません。

動作媒体でパイプを加圧します。

http://country.burkert.com
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製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。以下の章を参照： 製品をソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で製品を選択します。

接続されたアクチュエータを設定するには、第アクチュエータを構成する（モジュラーアクチュエータ
用MFC） [} 60]章の説明に従って機能を実行します。

第電気的接続部 [} 43]章の説明に従って、製品を再配線します。

製品の電源を入れてください。

挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場合は、製品がそのデータを引き継ぎ
ます。製品出荷時に保存されたデータのリストについては、country.burkert.com からダウンロード
できる「開始ファイルのヘルプ」を参照してください。

挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータをメモリーカードにロードします。
メモリカードで発生する可能性のある問題については、第各種の問題 [} 83]章を参照してくださ
い。

▶ メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合は、Bürkertの営業所から新しいメモリー
カードを購入してください。

製品のタイプ büS/CANopen：CANopen通信とbüS通信のどちらかを選択します。以下の章を参
照： CANopen通信またはbüS通信を設定する [} 63]

製品は正常に動作します。

http://country.burkert.com
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8 設定と操作

8.1 安全注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パイプの通気と排水を行います。

危険

感電による負傷の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も電源を入れないようにしてください。
▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

危険

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
▶ 高温の表面に素手で触れないでください。
▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
▶ 製品をすべての引火性の高い材料または媒体から遠ざけてください。

警告

媒体の漏れによる怪我の危険。

動作媒体、その反応生成物、および蒸気との接触によって、怪我をする可能性があります。

吸入した蒸気は健康に害を及ぼす可能性があります。
▶ 使用する動作媒体に関して、該当するすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

警告

不適切な操作による怪我の危険。

不適切な操作は、怪我をしたり、製品やその周囲環境を破壊したりする恐れがあります。
▶ 操作スタッフは取扱説明書の内容を読んで理解してください。
▶ 安全注意事項および適切な使用を遵守してください。
▶ 必ず適切な訓練を受けた担当者が、設置と製品の操作を行うようにしてください。
▶ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用してパラメータを変更できるのは、適切な訓練を受け

た担当者のみです。
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注記

製品をすすぐと、すすぎ液が製品に残る場合があります。
▶ 異なる媒体が同じラインを通って流れる場合、それらの化学的適合性を考慮に入れる必要があります。
▶ 新しい媒体がパイプを通って流れる場合、前の媒体の残留物と混ざってしまう可能性があります。

8.2 機能

8.2.1 パイプの空検出

パイプが空になったことを検出するために、製品は液体の密度の値を監視します。

密度値が0.2 kg/l未満の場合は、パイプが空になっているので、次のように警告されます。

▪ 製品ステータス表示が黄色に点灯します。

▪ 仕様外のイベントが生成されます。

必要に応じて、製品のタイプがポンプ付きのMFCの場合は、第ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷するこ
となくパイプを充填する [} 59]章の説明に従って自動的にパイプを充填します。

8.2.2 気泡検出

製品は、液体中に気泡があることを検出します。

液体中に気泡がある場合、以下の警告が表示されます。

▪ 製品ステータス表示が黄色に点灯します。

▪ 仕様外のイベントが生成されます。

製品のタイプがポンプ付きMFCの場合は、第パイプから気泡を洗い流す (ポンプ付きMFC) [} 58]章で
説明するように、パイプから気泡を洗い流します。

製品のタイプが比例バルブ付きMFCの場合は、第パイプから気泡を洗い流す (比例バルブ付きMFC)
[} 59]章で説明するように、パイプから気泡を洗い流します。

製品のタイプがMFMの場合は、以下の手順を実行します。

動作圧力を上げます。

空気で飽和した媒体は使用しないでください。

取付手順に従ってください。

8.2.3 カットオフ

製品が設定された制限を下回る質量流量を測定した場合、製品はゼロの質量流量を送信します。次の表に、
カットオフ制限の標準値を示します。

▪ デフォルトでは、MFMのカットオフ制限は0.05 kg/hに設定されています。
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▪ デフォルトでは、ポンプ付きMFCのカットオフ制限は0.05 kg/hに設定されています。

▪ デフォルトでは、比例バルブ付きMFCのカットオフ制限は0.02 kg/hに設定されています。

▪ デフォルトでは、モジュラーアクチュエータ用MFCのカットオフ制限は0.05 kg/hに設定されています。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でカットオフ制限を設定します。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。以下の章を参照： 製品をソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で製品を選択します。

製品ステータス表示が点滅します。

Sensor > Parameter > Advanced > Limit on low cutoff に移動する

表示領域にカットオフ制限を設定します。

カットオフ制限が設定されます。

8.2.4 パイプから気泡を洗い流す (ポンプ付きMFC)

パイプ内に気泡がないことを確認するには、以下の手順を実行します。

第ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷することなくパイプを充填する [} 59]章の説明に従ってパイプを充
填します。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。以下の章を参照： 製品をソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で製品を選択します。

警告

媒体の流出による負傷の危険。

プロセス中、質量流量値が公称流量値よりも高くなる可能性があります。
▶ プロセスを行う前に、質量流量値が増加しても危険が生じないことを確認してください。

Controller > Set-point value source に移動する > Open-loop control modeを選択する

製品ステータス表示がオレンジに点灯します。

機能制御イベントが生成されます。

Actuator > Actuating variable に移動する

50%を設定する > 5 秒待つ > 0%設定する > 5 秒待つ。

60%を設定する > 5 秒待つ > 0%設定する > 5 秒待つ。

それでも製品がパイプ内の気泡を検出する場合は、Bürkertに連絡してください。

Controller > Set-point value source に移動する > Automaticを選択する

製品は正常に動作します。
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8.2.5 パイプから気泡を洗い流す (比例バルブ付きMFC)

パイプ内に気泡がないことを確認するには、以下の手順を実行します。

製品が媒体で満たされていることを確認してください。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。以下の章を参照： 製品をソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で製品を選択します。

警告

媒体の流出による負傷の危険。

プロセス中、質量流量値が公称流量値よりも高くなる可能性があります。
▶ プロセスを行う前に、質量流量値が増加しても危険が生じないことを確認してください。

Controller > Set-point value source に移動する > Open-loop control modeを選択する

製品ステータス表示がオレンジに点灯します。

機能制御イベントが生成されます。

Actuator > Actuating variable に移動する

次の手順を実行します。100%を設定する > 5 秒待つ > 0%設定する > 5 秒待つ。

前の手順を2回繰り返します。

それでも製品がパイプ内の気泡を検出する場合は、Bürkertに連絡してください。

Controller > Set-point value source に移動する > Automaticを選択する

製品は正常に動作します。

8.2.6 ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷することなくパイプを充填する

パイプの充填中にポンプが損傷しないようにするには、以下のプロセスを実行してください。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。以下の章を参照： 製品をソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で製品を選択します。

媒体が流れることを確認します。

プロセス全体を通して、吸引圧力が200 mbar未満であることを確認してください。

Controller > Set-point value source に移動する > Open-loop control modeを選択する

製品ステータス表示がオレンジに点灯します。

機能制御イベントが生成されます。

Actuator > Actuating variable に移動する
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15%を設定します。

60秒待ちます。それでもパイプが空であることを製品が検出する場合は、Bürkertに連絡してください。

Controller > Set-point value source に移動する > Automaticを選択する

製品は正常に動作します。

8.2.7 アクチュエータを構成する（モジュラーアクチュエータ用MFC）

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。以下の章を参照： 製品をソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で製品を選択します。

Actuator > Parameter に移動する > Start-Up Wizardを選択する

製品ステータス表示がオレンジに点灯します。

機能制御イベントが生成されます。

表示されたアシスタントの指示に従います。

接続されたアクチュエータが設定されます。

製品は正常に動作します。

8.3 設定ツール

MassFlowCommunicatorは、製品と互換性のない別のPCソフトウェアです。
MassFlowCommunicator ソフトウェアを使用して、製品を構成または操作することはできません。

この設定は、タイプ8920 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でのみ行うことができます。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、第製品をソフトウェア「Bürkertコミ
ュニケーター」に接続する [} 60]章を参照してください。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の一般情報については、タイプ8920の取扱説明書を参照して
ください。

8.4 製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続する

8.4.1 製品のタイプ büS/CANopen

タイプ8920 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で設定を行うには、次の手順を実行します。

Bürkertから商品番号 00772426のUSB-büSインターフェースを購入してください。以下の図を参照して
ください。
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büSスティック
終端抵抗スイッチ付き

図 25: 商品番号00772426のUSB-büSインターフェース

タイプ8920 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の最新バージョンを country.burkert.comからダ
ウンロードします。

インストール中は、büSスティックをPCに接続しないでください。ソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」をPCにインストールします。USB-büSインターフェースのインストールに関する推奨事項を遵
守してください。

次の図は、USB-büSインターフェースで使用される電気接続用の部品を示しています。

プラグ

アダプタ
ソケット

5ピンM12ソケットマイクロUSBプラグ

図 26: USB-büSインターフェースの電気接続用部品

マイクロUSBプラグをbüSスティックに挿入します。

適切な電源アダプタをパワーサプライに接続します。

電源ケーブルのプラグをM12ソケットケーブルのソケットに挿入します。

M12ソケットをbüSネットワークに接続します。

製品がbüSネットワークに接続されていて、büSエンドにある場合は、büSスティックスイッチを「オ
ン」に設定します。次に、büSスティックに内蔵されている終端抵抗が有効になります。

büSスティックをPCのUSBポートに挿入します。

büSスティックのWindowsドライバーがPCに完全にインストールされるまで待ちます。

パワーサプライのプラグをソケットに挿入します。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を起動します。

http://country.burkert.com
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ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の  をクリックして、ソフトウェア「Bürkertコミュニ
ケーター」と製品間の通信を確立します。

ウィンドウが開きます。

büS stick を選択します。

接続 Bürkert USB büS Stick を選択し、Finish をクリックして、デバイスリストに製品アイコンが表示
されるまで待ちます。

デバイスリストの製品アイコンをクリックします。製品のメニューツリーが表示されます。

8.4.2 製品のタイプ アナログ

Bürkertから商品番号 00772551のUSB-büSインターフェースを購入してください。

タイプ8920 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の最新バージョンを country.burkert.comからダ
ウンロードします。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」をPCにインストールします。インストール中は、büSステ
ィックをPCに接続しないでください。

USB-büSインターフェースの部品を取り付けます。以下の図を参照してください。

図 27: 商品番号付きUSB-büSインターフェースの組み立て部品

それ以外の場合は、büSスティックの終端抵抗スイッチをオンに設定します。

büSスティックをPCのUSBポートに挿入します。

製品の電源を入れてください。以下の章を参照： 電気的接続部 [} 43]

マイクロUSBプラグをソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェースに挿入しま
す。büSインターフェースの位置は第構造 [} 12]章で指定されています。

büSスティックのWindowsドライバーがPCに完全にインストールされるまで待ちます。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を起動します。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の  をクリックして、ソフトウェア「Bürkertコミュニ
ケーター」と製品間の通信を確立します。

ウィンドウが開きます。

http://country.burkert.com
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büS stick を選択します。

接続 Bürkert USB büS Stick を選択し、Finish をクリックして、デバイスリストに製品アイコンが表示
されるまで待ちます。

デバイスリストの製品アイコンをクリックします。製品のメニューツリーが表示されます。

8.5 製品のタイプ büS/CANopenの固有設定 

8.5.1 CANopen通信またはbüS通信を設定する

デジタル通信の運転モードを設定するには、以下の手順に従います。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。以下の章を参照： 製品をソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で製品を選択します

General settings >Parameters > büS > Advanced > Bus mode に移動する

デジタル通信の運転モードを選択します。

製品を再起動します。

フィールドバスの運転モードが変更されます。

フィールドバスの運転モードがbüSの場合、CANopen status は Operational に設定され、PDOはbüS
に送信されます。

フィールドバスの運転モードがCANopenの場合、CANopenネットワークのマスターが製品を
Operational に切り替えるまで、CANopen status は Pre-Op に設定されます。

8.5.2 データ転送速度の向上

データ転送速度を上げると、製品はより周期的なプロセスデータを提供します。

たとえば、質量流量の実際値は、デフォルトで100 msごとに利用できます。データ転送速度を上げると、
質量流量の実際値が10 msごとに表示されます。

ネットワーク内の複数の製品で同時にデータ転送速度がアクティブになっている場合は、バスの負荷が
50%を超えないようにしてください。

データ転送速度を上げるには、次の手順に従います：

バスネットワークに通電します。

製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続します。以下の章を参照： 製品をソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で、デバイスリストのbüSスティック記号の上にマウスを移
動します。バス負荷が45%を超える場合は、データ転送速度を上げないでください。
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バス負荷が45%以下の場合は、データ転送速度を上げることができます。以下の手順を実行してくださ
い。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で製品を選択します。

製品ステータス表示が点滅します。

General settings > Diagnostics > Inhibit time に移動します。

Set diagnostic mode をクリックして、データ転送速度を上げます。機能 Inhibit time が Set to default

values に切り替わります。

データ転送速度が向上します。

標準のデータ転送速度に戻すには、Set to default values をクリックします。機能 Inhibit time が Set

diagnostic mode に切り替わります。

8.6 MFCの操作モード
製品に初めて電源が供給されると、製品は短い初期化フェーズに切り替わり、その後通常の運転モードに切
り替わります。通常の運転モードについては、第通常の運転モード (MFC) [} 65]章で説明しています。

可能な操作モードを次の表に示します。

運転モード 詳細

製品のタイプ büS/CANopen： Automatic 以下の章を参照： 通常の運転モード (MFC) [} 65]

製品のタイプ アナログ： Analog set-point value 以下の章を参照： 通常の運転モード (MFC) [} 65]

Manual set-point value 以下の章を参照： 基準値 (MFC) のソース選択
[} 68]

Stored set-point value 以下の章を参照： 基準値 (MFC) のソース選択
[} 68]

Open-loop control mode 以下の章を参照： 基準値 (MFC) のソース選択
[} 68]

Analyze system 以下の章を参照： 基準値 (MFC) のソース選択
[} 68]

表 60: ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のMFCの操作モードの名称

運転モードを変更するには、基準値のソースを変更します。以下の章を参照： 基準値 (MFC) のソース
選択 [} 68]

製品が機能 Analyze system を実行しない限り、製品が再起動された後も運転モードは保持されます。



Type 8756

設定と操作

65

8.7 通常の運転モード (MFC)
通常の運転モードは、製品に初めて電源が供給されたときにアクティブになります。

次の図は、ポンプ付きMFCの通常の運転モードを示しています。

エレクトロニクス

センサーポンプ

媒
体

入
口

媒
体

出
口

w

Xoutxd = w-x
y

x

図 28: ポンプ付きMFCの機能ダイアグラム

w 質量流量の基準値

x 質量流量の測定値

y ポンプの基準位置

次の図は、制御バルブ付きMFCの通常の運転モードを示しています。

バルブシートシーリングがPCTFEなどの硬い素材でできている場合、制御バルブが漏れる可能性が
あります。

バルブの呼び径が0.05 mmまたは0.1 mmの製品には、硬い素材で作られたバルブシートシーリング
が付いています。

媒
体

入
口

媒
体

出
口

センサー 制御バルブ

エレクトロニクス

w

x

y

xd = w-x

xout

図 29: 制御バルブ付きMFCの機能図

w 質量流量の基準値

x 質量流量の測定値

y 制御バルブの基準位置
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センサーは質量流量を測定し、測定値xを基準値wと比較します。次に、製品はアクチュエータの基準位置y
を計算します。

▪ アクチュエータがポンプの場合、基準位置yがポンプの速度を決定します。たとえば、基準位置yが10%
に等しい場合、ポンプの速度は10%となります。

▪ アクチュエータが制御バルブの場合、基準位置yによってコ制御バルブの開度が決定します。たとえ
ば、基準位置yが10%に等しい場合、制御バルブの開度は10%です。

基準値wの伝送経路と流量速度は製品によって異なります。

以下の章を参照： 製品のタイプ büS/CANopen [} 66]。

以下の章を参照： 製品のタイプ アナログ [} 66]。

動作条件が変わった場合は、制御パラメータを最適化してください。以下の章を参照： 制御パラメータ
の最適化 (MFC) [} 67]

運転モードを変更するには、基準値のソースを変更します。以下の章を参照： 基準値 (MFC) のソース
選択 [} 68]

8.7.1 製品のタイプ büS/CANopen

パイプが空であることを製品が検出した場合、製品は調整できません。

ポンプ付きMFCの場合は、第ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷することなくパイプを充填する [} 59]章の説
明に従ってパイプを充填します。

動作電圧が印加された後、製品は短い初期化フェーズに切り替わり、その後通常の運転モードに切り替わり
ます。製品のタイプ büS/CANopenの通常の運転モードは運転モード Automaticです。基準値はフィールド
バスを介して設定されます。

8.7.2 製品のタイプ アナログ

パイプが空であることを製品が検出した場合、製品は調整できません。

ポンプ付きMFCの場合は、第ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷することなくパイプを充填する [} 59]章の説
明に従ってパイプを充填します。

動作電圧が印加された後、製品は短い初期化フェーズに切り替わり、その後通常の運転モードに切り替わり
ます。製品のタイプ アナログの通常の運転モードは運転モード Analog set-point valueです。

▪ 基準値wは、次の表の範囲に従って基準値アナログ入力を介して転送されます。

▪ 流量の測定値は、次の表の範囲に従ってアナログ出力を介して転送されます。

アナログ出力範囲 入力範囲と出力範囲の最小値 入力範囲と出力範囲の最大値

4～20 mA 4 mA、w = 0% 20 mA、w = 100%

0～20 mA 0 mA、w = 0% 20 mA、w = 100%
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アナログ出力範囲 入力範囲と出力範囲の最小値 入力範囲と出力範囲の最大値

0～5 V 0 V、w = 0% 5 V、w = 100%

0～10 V 0 V、w = 0% 10 V、w = 100%

表 61: アナログ入力範囲とアナログ出力範囲

8.8 制御パラメータの最適化 (MFC)
製品の制御パラメータは、いわゆるAutotune機能を使用して、現在の動作条件に合わせて最適化できます。

▪ 製品を初めて起動するときにAutotune機能を実行します。

▪ 動作条件が変わった場合は、Autotune機能を実行してください。

パイプが空であることを製品が検出した場合、Autotune機能は開始できません。

ポンプ付きMFCの場合は、第ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷することなくパイプを充填する [} 59]章の説
明に従ってパイプを充填します。

Autotuneが実行されている場合：

MFCの電源を切らないでください。

供給圧力を一定に保ちます。

警告

媒体の流出による負傷の危険。

Autotune機能が実行されている場合、質量流量値が公称流量値よりも高くなる可能性があります。
▶ Autotune機能を実行する前に、質量流量値が増加しても危険が生じないことを確認してください。

次のいずれかの方法でAutotune機能をトリガーします。

フィールドバス (製品のタイプ büS/CANopen) 経由、

デジタル入力 (製品のタイプ アナログ) 経由、

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用。製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に
接続するには、第製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]章を参照してくだ
さい。

Autotuneが実行され、製品ステータス表示がオレンジ色に点灯します。

MFCは一時的にパイプの流量制御を停止します。

機能が終了すると、製品は以前の運転モードに戻ります。

機能が正常に完了すると、最適化された制御パラメータが製品の読み取り専用メモリに転送されます。
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8.9 基準値 (MFC) のソース選択
プロセス基準値は、さまざまなソースから設定できます。どのソースが常にアクティブかを選択することが
できます。基準値のソースは、操作中に変更できます。

基準値のソースが変更されると、MFCの運転モードが変更されます。

基準値のソースを変更するには、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用してパラメータ Set-

point value source の設定を変更します。製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するに
は、第製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続する [} 60]章を参照してください。

製品のタイプ büS/CANopenを使用すると、関連するオブジェクトを代わりに変更できます。開始ファイル
の文書にある製品別ヘルプの関連手順を参照してください。country.burkert.com から開始ファイルと関連文
書をダウンロードします。

パラメータ Set-point value source の設定は、製品が機能 Analyze system を実行しない限り、再起
動された後も保持されます。

パラメータSet-point value sourceの可能な設定は以下のとおりです。

▪ 製品のタイプ büS/CANopen： Automatic：基準値はフィールドバスを介して設定されます。

▪ 製品のタイプ アナログ： Analog set-point value：基準値は、アナログ入力を介して設定されます。

▪ Manual set-point value： テスト目的で基準値を手動で指定したり、テスト中に基準値が他のフィール
ドバスパティシパントに上書きされないようにする設定です。

▪ Stored set-point value： 固定基準値 (w) を使用する場合。製品を再起動しても、固定基準値はアクティ
ブのままです。

▪ Open-loop control mode： 基準位置 (y) をアクチュエータに直接設定する場合。メニュー Actuator >
Parameter > Actuating variable で指定する値は、使用される基準位置 (y) です。製品を再起動すると、
基準位置 (y) がゼロに設定されます。

▪ Analyze system：製品は通常の運転モードで作動しますが、基準値を使用してあらかじめ定義された時
系列に従って作動します。結果として得られるダイアグラムを、プロセス値のグラフィカルな表現と組
み合わせて使用して、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でシステムを分析します。

8.10 通信なしの基準値 (MFC büS/CANopen)
この機能により、外部基準値ジェネレータ (PLCなど) との通信が中断された場合でも、MFCの基準値を指
定できます。この機能を使用すると、基準値は一定に保たれます。

この機能を使用することで、通信が途絶えても媒体が流れ続けることができます。
▶ この機能を使用するときは、プロセスが安全であることを確認してください。

この機能を使用するには、開始ファイルの文書にある製品別ヘルプの関連手順を参照してください。
country.burkert.comから開始ファイルと関連文書をダウンロードします。

http://country.burkert.com
http://country.burkert.com


Type 8756

メンテナンス

69

9 メンテナンス
ひどく汚染された媒体を使用せず、製品が取扱説明書に従って使用されている場合、製品はメンテナンスフ
リーです。

9.1 安全注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パイプの通気と排水を行います。

危険

感電による負傷の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も電源を入れないようにしてください。
▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

危険

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
▶ 高温の表面に素手で触れないでください。
▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
▶ 製品をすべての引火性の高い材料または媒体から遠ざけてください。

警告

媒体の漏れによる怪我の危険。

動作媒体、その反応生成物、および蒸気との接触によって、怪我をする可能性があります。

吸入した蒸気は健康に害を及ぼす可能性があります。
▶ 使用する動作媒体に関して、該当するすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

警告

ハウジングを開ける際の誤動作による怪我の危険と製品の故障のリスク。

敏感な製品部品は、流量を制御し、流量を測定するために使用されます。
▶ 製品のハウジングを開けないでください。
▶ 製品のクリーニングやメンテナンス作業は、取扱説明書に記載されている方法でのみ行ってください。
▶ メーカーのみが、さらなる作業や較正を行うことができます。
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警告

不適切なメンテナンスによる怪我の危険。
▶ メンテナンス作業は、訓練を受けた担当者のみが行うことができます。担当者は適切な補助具を使用す

る必要があります。
▶ 誤って作動しないように、しっかりと設置してください。
▶ メンテナンス後、再始動が制御されていることを確認してください。

9.2 メモリカードを交換してください。
製品のメモリーカードを交換するには、次の手順に従います。

製品の電源を切ります。

TX8ドライバーでカバーのねじを緩めます。カバーを取り外します。

ねじ

カバー

メモリーカード：必ず
挿入方向が正しいことを確認してください。

図 30: メモリーカードの挿入方向

古いメモリカードを差込スロットから取り外します。

メモリーカードの挿入方向に注意してください。次の図は、製品内のメモリーカードの終端位置を示し
ています。

挿入された
メモリーカード

図 31: 断面図

TX8ドライバーを使用して、1.2 N·m、つまり0.9 lbf・ftのトルクでカバーを締め付けます。

製品を再起動して、製品データを新しいメモリカードに書き込みます。メモリカードで発生する可能性
のある問題については、第各種の問題 [} 83]章を参照してください。
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9.3 製品のタイプ MFMをお湯で滅菌する

滅菌プロセスは、メタルまたはFFKM製のシールを備えたMFMにのみ有効です。

製品の電源を切ります。

90 °Cの温度の水を30分間製品に流します。

製品を約2時間冷まします。

製品を稼働させます。

9.4 製品のタイプ MFMを蒸気で滅菌する

滅菌プロセスは、FFKM製のシールを備えたMFMにのみ有効です。

製品の電源を切ります。

121 °Cの温度の蒸気を製品に30分間流します。

製品を約2時間冷まします。

製品を稼働させます。
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10 障害

10.1 製品ステータス表示に表示される問題
製品ステータス表示は、診断イベントを表示するために、NAMUR NE 107の推奨に従ってカラーとステー
タスを変更します。複数の診断イベントが生成された場合、製品ステータス表示には、最も優先度の高い診
断イベントが表示されます。

製品がフィールドバスに接続されている場合、製品の状態に関連するコードはフィールドバスを介して送信
されます。以下の章を参照： 製品ステータス表示 [} 17]

10.1.1 製品ステータス表示が赤く点灯します (MFM アナログ)。

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

誤差範囲外の動作電圧。製品が破損する恐れがあり
ます。

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が赤いままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

センサー、内部メモリ、または製品の不良。 メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡く
ださい。

10.1.2 製品ステータス表示が赤く点灯します (MFM büS/CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

誤差範囲外の動作電圧。製品が破損する恐れがあり
ます。

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が赤いままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

büSエラーまたはCANopenバスエラー、短絡など。 製品が正しく配線されていることを確認してく
ださい。

製品はbüSに接続されていますが、フィールドバス
パティシパントが見つかりません。

製品が正しく配線されていることを確認してく
ださい。

他のフィールドバスパティシパントと一緒に製
品を操作してください。
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原因 ソリューション

製品はbüSに接続されていますが、処理するプロセ
ス値が見つかりません。

プロセス値が正しく割り当てられていることを
確認してください。

誤って割り当てられたbüSフィールドバスパテ
ィシパントを確認してください。

割り当てられたbüSフィールドバスパティシパ
ントが周期的なデータを提供していることを確
認します。

センサー、内部メモリ、または製品の不良。 メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡く
ださい。

10.1.3 製品ステータス表示が赤く点灯します (ポンプ付きMFC アナログ)。

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

誤差範囲外の動作電圧。製品が破損する恐れがあり
ます。

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が赤いままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

Autotuneに問題があるか、Autotuneがキャンセルさ
れました。

媒体が製品内を流れていることを確認してくだ
さい。

Autotuneを再度実行してください。

センサー、内部メモリ、または製品の不良。 メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡く
ださい。

10.1.4 製品ステータス表示が赤く点灯します (比例バルブ付きまたはモジュラーアク
チュエータ用MFC アナログ)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

誤差範囲外の動作電圧。製品が破損する恐れがあり
ます。

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が赤いままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。
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原因 ソリューション

Autotuneに問題があるか、Autotuneがキャンセルさ
れました。

媒体が製品内を流れていることを確認してくだ
さい。

Autotuneを再度実行してください。

センサー、内部メモリ、または製品の不良。 メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡く
ださい。

10.1.5 製品ステータス表示が赤く点灯します (ポンプ付きMFC büS/CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

誤差範囲外の動作電圧。製品が破損する恐れがあり
ます。

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が赤いままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

Autotuneに問題があるか、Autotuneがキャンセルさ
れました。

媒体が製品内を流れていることを確認してくだ
さい。

Autotuneを再度実行してください。

büSエラーまたはCANopenバスエラー、短絡など。 製品が正しく配線されていることを確認してく
ださい。

製品はbüSに接続されていますが、フィールドバス
パティシパントが見つかりません。

製品が正しく配線されていることを確認してく
ださい。

他のフィールドバスパティシパントと一緒に製
品を操作してください。

製品はbüSに接続されていますが、処理するプロセ
ス値が見つかりません。

プロセス値が正しく割り当てられていることを
確認してください。

誤って割り当てられたbüSフィールドバスパテ
ィシパントを確認してください。

割り当てられたbüSフィールドバスパティシパ
ントが周期的なデータを提供していることを確
認します。

センサー、内部メモリ、または製品の不良。 メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡く
ださい。
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10.1.6 製品ステータス表示が赤く点灯します (比例バルブ付きまたはモジュラーアク
チュエータ用MFC büS/CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

誤差範囲外の動作電圧。製品が破損する恐れがあり
ます。

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が赤いままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

Autotuneに問題があるか、Autotuneがキャンセルさ
れました。

媒体が製品内を流れていることを確認してくだ
さい。

Autotuneを再度実行してください。

büSエラーまたはCANopenバスエラー、短絡など。 製品が正しく配線されていることを確認してく
ださい。

製品はbüSに接続されていますが、フィールドバス
パティシパントが見つかりません。

製品が正しく配線されていることを確認してく
ださい。

他のフィールドバスパティシパントと一緒に製
品を操作してください。

製品はbüSに接続されていますが、処理するプロセ
ス値が見つかりません。

プロセス値が正しく割り当てられていることを
確認してください。

誤って割り当てられたbüSフィールドバスパテ
ィシパントを確認してください。

割り当てられたbüSフィールドバスパティシパ
ントが周期的なデータを提供していることを確
認します。

センサー、内部メモリ、または製品の不良。 メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡く
ださい。

10.1.7 製品ステータス表示がオレンジに点灯します (MFM büS/CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

製品はbüSに接続され、割り当てられたフィールド
バスパティシパントを検索します。

製品が割り当てられたフィールドバスパティシ
パントを見つけるまで待ちます。
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原因 ソリューション

製品はbüSに接続されており、手動で設定されてい
ますが、アドレスがありません。

製品がアドレスを割り当てるまで最大1分待ちま
す。

10.1.8 製品ステータス表示がオレンジに点灯します (MFC büS/CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

製品はbüSに接続され、割り当てられたフィールド
バスパティシパントを検索します。

製品が割り当てられたフィールドバスパティシ
パントを見つけるまで待ちます。

製品はbüSに接続されており、手動で設定されてい
ますが、アドレスがありません。

製品がアドレスを割り当てるまで最大1分待ちま
す。

Autotuneが実行されています。 Autotuneが完了するまで待ちます。

製品の運転モードは、Open-loop control mode、
Manual set-point value または Analyze system に
設定されています。

以下の章を参照： 基準値 (MFC) のソース選択
[} 68]

10.1.9 製品ステータス表示がオレンジに点灯します (MFC アナログ)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

Autotuneが実行されています。 Autotuneが完了するまで待ちます。

製品の運転モードは、Open-loop control mode、
Manual set-point value または Analyze system に
設定されています。

以下の章を参照： 基準値 (MFC) のソース選択
[} 68]

10.1.10 製品ステータス表示が黄色に点灯します (MFM アナログ)

問題解決のために原因を特定します：
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原因 ソリューション

次の値のいずれかが仕様外です。センサーや製品が
損傷する恐れがあります。

▪ 媒体温度

▪ 製品温度

▪ 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が黄色のままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

製品はパイプが空であることを検出しました。 パイプの排気をします。

ラインを液体で完全に充填します。

製品は液体中の気泡を検出しました。 動作圧力を上げます。

空気で飽和した媒体は使用しないでください。

取付手順に従ってください。

10.1.11 製品ステータス表示が黄色に点灯します (MFM büS/CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

次の値のいずれかが仕様外です。センサーや製品が
損傷する恐れがあります。

▪ 媒体温度

▪ 製品温度

▪ 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が黄色のままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

製品はパイプが空であることを検出しました。 パイプの排気をします。

ラインを液体で完全に充填します。

製品は液体中の気泡を検出しました。 動作圧力を上げます。

空気で飽和した媒体は使用しないでください。

取付手順に従ってください。

他のフィールドバスパティシパントは同じノードID
を使用します。

各フィールドバスパティシパントに個別のノー
ドIDを割り当てます。

10.1.12 製品ステータス表示が黄色に点灯します (比例バルブ付きMFC アナログ)

問題解決のために原因を特定します：
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原因 ソリューション

次の値のいずれかが仕様外です。センサーや製品が
損傷する恐れがあります。

▪ 媒体温度

▪ 製品温度

▪ 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が黄色のままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

製品はパイプが空であることを検出しました ラインを液体で完全に充填します。

製品は液体中の気泡を検出しました。 第パイプから気泡を洗い流す (比例バルブ付き
MFC) [} 59]章の説明に従って、パイプから気泡
を洗い流します。

アクチュエータの基準位置が (ほぼ) 100%に達しま
した。基準値に到達できません。

背圧を下げます。

媒体の粘度が許容範囲内にあることを確認して
ください。表動作媒体 [} 30]を参照

パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力
降下を減らしてください。

パイプに取り付けられているフィルターが汚れ
ている場合は、フィルターを清掃してくださ
い。

10.1.13 製品ステータス表示が黄色に点灯します (ポンプ付きMFC アナログ)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

次の値のいずれかが仕様外です。センサーや製品が
損傷する恐れがあります。

▪ 媒体温度

▪ 製品温度

▪ 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が黄色のままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

製品はパイプが空であることを検出しました 第ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷することなく
パイプを充填する [} 59]章の説明に従ってパイプ
を充填します
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原因 ソリューション

製品は液体中の気泡を検出しました。 第パイプから気泡を洗い流す (ポンプ付きMFC)
[} 58]章の説明に従って、パイプから気泡を洗い
流します。

アクチュエータの基準位置が (ほぼ) 100%に達しま
した。基準値に到達できません。

背圧を下げます。

媒体の粘度が許容範囲内にあることを確認して
ください。以下の章を参照： ポンプ付き質量流
量コントローラ [} 28]

パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力
降下を減らしてください。

パイプに取り付けられているフィルターが汚れ
ている場合は、フィルターを清掃してくださ
い。

10.1.14 製品ステータス表示が黄色に点灯します (比例バルブ付きMFC büS/
CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

次の値のいずれかが仕様外です。センサーや製品が
損傷する恐れがあります。

▪ 媒体温度

▪ 製品温度

▪ 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が黄色のままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

製品はパイプが空であることを検出しました ラインを液体で完全に充填します。

製品は液体中の気泡を検出しました。 第パイプから気泡を洗い流す (比例バルブ付き
MFC) [} 59]章の説明に従って、パイプから気泡
を洗い流します。
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原因 ソリューション

アクチュエータの基準位置が (ほぼ) 100%に達しま
した。基準値に到達できません。

背圧を下げます。

媒体の粘度が許容範囲内にあることを確認して
ください。表動作媒体 [} 30]を参照

パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力
降下を減らしてください。

パイプに取り付けられているフィルターが汚れ
ている場合は、フィルターを清掃してくださ
い。

他のフィールドバスパティシパントは同じノードID
を使用します。

各フィールドバスパティシパントに個別のノー
ドIDを割り当てます。

10.1.15 製品ステータス表示が黄色に点灯します (ポンプ付きMFC büS/CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

次の値のいずれかが仕様外です。センサーや製品が
損傷する恐れがあります。

▪ 媒体温度

▪ 製品温度

▪ 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が黄色のままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

製品はパイプが空であることを検出しました 第ポンプ (ポンプ付きMFC) を損傷することなく
パイプを充填する [} 59]章の説明に従ってパイプ
を充填します

製品は液体中の気泡を検出しました。 第パイプから気泡を洗い流す (ポンプ付きMFC)
[} 58]章の説明に従って、パイプから気泡を洗い
流します。
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原因 ソリューション

アクチュエータの基準位置が (ほぼ) 100%に達しま
した。基準値に到達できません。

背圧を下げます。

媒体の粘度が許容範囲内にあることを確認して
ください。以下の章を参照： ポンプ付き質量流
量コントローラ [} 28]

パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力
降下を減らしてください。

パイプに取り付けられているフィルターが汚れ
ている場合は、フィルターを清掃してくださ
い。

他のフィールドバスパティシパントは同じノードID
を使用します。

各フィールドバスパティシパントに個別のノー
ドIDを割り当てます。

10.1.16 製品ステータス表示が黄色に点灯します (モジュラーアクチュエータ用MFC ア
ナログ)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

次の値のいずれかが仕様外です。センサーや製品が
損傷する恐れがあります。

▪ 媒体温度

▪ 製品温度

▪ 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が黄色のままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

製品はパイプが空であることを検出しました ラインを液体で完全に充填します。

製品は液体中の気泡を検出しました。 接続されているアクチュエータが比例バルブの
場合は、第パイプから気泡を洗い流す (比例バル
ブ付きMFC) [} 59]章の説明に従って、気泡をパ
イプから洗い流します。

接続されているアクチュエータがポンプの場合
は、第パイプから気泡を洗い流す (ポンプ付き
MFC) [} 58]章の説明に従って、気泡をパイプか
ら洗い流します。
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原因 ソリューション

アクチュエータの基準位置が (ほぼ) 100%に達しま
した。基準値に到達できません。

背圧を下げます。

媒体の粘度が許容範囲内にあることを確認して
ください。表動作媒体 [} 33]を参照

パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力
降下を減らしてください。

パイプに取り付けられているフィルターが汚れ
ている場合は、フィルターを清掃してくださ
い。

10.1.17 製品ステータス表示が黄色に点灯します (モジュラーアクチュエータ用MFC
büS/CANopen)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

次の値のいずれかが仕様外です。センサーや製品が
損傷する恐れがあります。

▪ 媒体温度

▪ 製品温度

▪ 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。製品
ステータス表示が黄色のままの場合は、製品を
Bürkertに返送してください。

製品はパイプが空であることを検出しました ラインを液体で完全に充填します。

製品は液体中の気泡を検出しました。 接続されているアクチュエータが比例バルブの
場合は、第パイプから気泡を洗い流す (比例バル
ブ付きMFC) [} 59]章の説明に従って、気泡をパ
イプから洗い流します。

接続されているアクチュエータがポンプの場合
は、第パイプから気泡を洗い流す (ポンプ付き
MFC) [} 58]章の説明に従って、気泡をパイプか
ら洗い流します。
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原因 ソリューション

アクチュエータの基準位置が (ほぼ) 100%に達しま
した。基準値に到達できません。

背圧を下げます。

媒体の粘度が許容範囲内にあることを確認して
ください。表動作媒体 [} 33]を参照

パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力
降下を減らしてください。

パイプに取り付けられているフィルターが汚れ
ている場合は、フィルターを清掃してくださ
い。

他のフィールドバスパティシパントは同じノードID
を使用します。

各フィールドバスパティシパントに個別のノー
ドIDを割り当てます。

10.1.18 製品ステータス表示が青く点灯する

原因 ソリューション

内部メモリのエラー。 メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡く
ださい。

10.2 各種の問題

10.2.1 製品ステータス表示がオフになっています。

製品ステータス表示がオフの場合、製品またはシステムに電圧が供給されていません。この問題を解決する
には、以下の手順を実行してください。

製品が正しく配線されていることを確認してください。

電源が24 V DCであることを確認してください。

電源が正常に動作しているか確認してください。

10.2.2 製品ステータス表示が点滅する

電源が正常に動作しているか確認してください。

製品は10秒後に自動的に前の状態に戻ります。

10.2.3 製品ステータス表示は定期的にオフにします。

問題解決のために原因を特定します：
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原因 ソリューション

電源が断続的に故障し、製品が再起動する 十分な出力電力のある電源を使用してくださ
い。

接続ケーブルの電圧降下が大きすぎる ケーブルの断面積を大きくし、ケーブルの長さ
を短くします。

10.2.4 交換製品は、欠陥製品の値を継承しません

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

交換製品の商品番号が欠陥製品の商品番号と異なり
ます。

故障した製品と同じ商品番号の交換用製品をご
使用ください。値は、同じ商品番号の製品間で
のみ転送できます。

メモリーカードに欠陥があります。製品はメモリカ
ードに値を書き込むことができませんでした。

メモリカードを交換してください。以下の章を
参照： メモリカードを交換してください。
[} 70]

10.2.5 交換製品は、欠陥製品のすべての値を継承しているわけではありません

原因 ソリューション

交換製品の製品説明は、欠陥製品の製品構成とは異
なります。欠陥製品の既存の値のみが交換製品に引
き継がれます。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使
用して、交換製品の新しい値を構成します。

10.2.6 質量流量がありません (MFM)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

パイプが大きすぎるか、まだ完全にエア抜きされて
いません。

パイプのエア抜きをします。

パイプ直径を変更してください。

流量がカットオフ制限を下回っています。 カットオフ制限が高すぎる場合は、カットオフ
制限の値を減らしてください。以下の章を参
照： カットオフ [} 57]
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10.2.7 質量流量がありません (MFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

製品が通常の運転モードではありません。以下の章
を参照：MFCの操作モード [} 64] 製品は、次の章で
説明されている機能の1つを実行する場合がありま
す： 基準値 (MFC) のソース選択 [} 68]

製品が第基準値 (MFC) のソース選択 [} 68]章で
説明されている機能のいずれも実行しない場
合、その他の考えられる原因を確認します。

パイプが大きすぎるか、まだ完全にエア抜きされて
いません。

パイプのエア抜きをします。

パイプ直径を変更してください。

流量がカットオフ制限を下回っています。 カットオフ制限が高すぎる場合は、カットオフ
制限の値を減らしてください。以下の章を参
照： カットオフ [} 57]

10.2.8 不安定な測定値 (MFM)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

機能アース (FE) が正しく接続されていません。 機能アースを接続するには、できるだけ短い緑
黄色のケーブルを使用してください。また、ケ
ーブルの断面は、少なくとも電源ケーブルの断
面に対応している必要があります。以下の章を
参照： 機能アースを接続する [} 50]

製品が振動している 入口圧力を下げるか、メーカーにお問い合わせ
ください。

10.2.9 不安定な測定値 (ポンプ付きMFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

機能アース (FE) が正しく接続されていません。 機能アースを接続するには、できるだけ短い緑
黄色のケーブルを使用してください。また、ケ
ーブルの断面は、少なくとも電源ケーブルの断
面に対応している必要があります。以下の章を
参照： 機能アースを接続する [} 50]
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原因 ソリューション

電源電圧の残留リップルが高すぎる。 第電気データ [} 34]章の技術データに対応する動
作電圧を使用してください。

10.2.10 不安定な測定値 (比例バルブ付きまたはモジュラーアクチュエータ用MFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

機能アース (FE) が正しく接続されていません。 機能アースを接続するには、できるだけ短い緑
黄色のケーブルを使用してください。また、ケ
ーブルの断面は、少なくとも電源ケーブルの断
面に対応している必要があります。以下の章を
参照： 機能アースを接続する [} 50]

電源電圧の残留リップルが高すぎる。 第電気データ [} 34]章の技術データに対応する動
作電圧を使用してください。

コントローラが不安定です。 Autotune機能を実行して、製品を動作条件に適
合させます。以下の章を参照： 制御パラメータ
の最適化 (MFC) [} 67]

製品が振動しています。 Autotune機能を実行して、製品を動作条件に適
合させます。以下の章を参照： 制御パラメータ
の最適化 (MFC) [} 67]

入口圧力を下げるか、メーカーにお問い合わせ
ください。

10.2.11 基準値は0%ですが、動作媒体がまだ流れている (ポンプ付きMFC アナロ
グ)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

ポンプの後ろには圧力がかかっています。圧力によ
り、媒体が流れるようになります。媒体タンクの位
置が正しくないため、圧力がかかっている可能性が
あります。

ポンプの後に圧力が発生しないように媒体タン
クを取り付けます。
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原因 ソリューション

製品の運転モードは Open-loop control mode に設
定されており、デジタル入力によってアクチュエー
タが開くため、アクチュエータは開いています。

MFCを通常の運転モードに設定します。以下の
章を参照： 第通常の運転モード (MFC) [} 65]章
および第基準値 (MFC) のソース選択 [} 68]章。
または、デジタル入力の動作を確認してくださ
い。以下の章を参照： デジタル入力 [} 48]

10.2.12 基準値は0%ですが、動作媒体がまだ流れている (MFC büS/CANopenポンプ付
き)

原因 ソリューション

ポンプの後ろには圧力がかかっています。圧力によ
り、媒体が流れるようになります。媒体タンクの位
置が正しくないため、圧力がかかっている可能性が
あります。

ポンプの後に圧力が発生しないように媒体タン
クを取り付けます。

10.2.13 基準値は0%ですが、動作媒体がまだ流れている (比例バルブ付きMFC アナロ
グ)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

製品の運転モードは Open-loop control mode に設
定されており、デジタル入力によってアクチュエー
タが開くため、アクチュエータは開いています。

MFCを通常の運転モードに設定します。以下の
章を参照： 第通常の運転モード (MFC) [} 65]章
および第基準値 (MFC) のソース選択 [} 68]章。
または、デジタル入力の動作を確認してくださ
い。以下の章を参照： デジタル入力 [} 48]

動作圧力が比例バルブのシール圧力を上回っていま
す。

動作圧力を下げてください。

欠陥を修正するために製品をメーカーに返送し
てください
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10.2.14 基準値は0%ですが、動作媒体がまだ流れている (比例バルブ付きMFC büS/
CANopen)

原因 ソリューション

動作圧力が比例バルブのシール圧力を上回っていま
す。

動作圧力を下げてください。

欠陥を修正するために製品をメーカーに返送し
てください。

10.2.15 基準値は0%ですが、動作媒体がまだ流れている (モジュラーアクチュエータ用
MFC アナログ)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

製品の運転モードは Open-loop control mode に設
定されており、デジタル入力によってアクチュエー
タが開くため、アクチュエータは開いています。

MFCを通常の運転モードに設定します。以下の
章を参照： 第通常の運転モード (MFC) [} 65]章
および第基準値 (MFC) のソース選択 [} 68]章。
または、デジタル入力の動作を確認してくださ
い。以下の章を参照： デジタル入力 [} 48]

接続されているアクチュエータは比例バルブであ
り、動作圧力は比例バルブのシール圧力を上回って
います。

動作圧力を下げてください。

欠陥を修正するために製品をメーカーに返送し
てください

接続されているアクチュエータはポンプで、ポンプ
の前には圧力がかかっています。圧力により、媒体
が流れるようになります。媒体タンクの位置が正し
くないため、圧力がかかっている可能性がありま
す。

ポンプの後に圧力が発生しないように媒体タン
クを取り付けます。

10.2.16 基準値は0%ですが、動作媒体がまだ流れている (モジュラーアクチュエータ用
MFC büS/CANopen)

原因 ソリューション

接続されているアクチュエータは比例バルブであ
り、動作圧力は比例バルブのシール圧力を上回って
います。

動作圧力を下げてください。

欠陥を修正するために製品をメーカーに返送し
てください
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原因 ソリューション

接続されているアクチュエータはポンプで、ポンプ
の前には圧力がかかっています。圧力により、媒体
が流れるようになります。媒体タンクの位置が正し
くないため、圧力がかかっている可能性がありま
す。

ポンプの後に圧力が発生しないように媒体タン
クを取り付けます。

10.2.17 0%の基準値で、質量流量はありませんが、ゼロ以外の質量流量が測定される
(MFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

製品の組立位置が正しくありません。 第流体接続 [} 39]章で推奨されているように製品
をインストールします。

Autotune機能を実行して、製品を動作条件に適
合させます。

センサー内に気泡が入っています。アナログタイプ
のリレー出力は、センサーに気泡があるときに切り
替わるようにパラメータ化できます。

媒体と接触している製品の部分をすすぎ、気泡
を取り除きます。第Flush bubbles from the pipe
(MFC)章で説明されている手順を実行します。

10.2.18 基準値に達していない (ポンプ付きMFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

メッシュフィルターが目詰まりしています。 メッシュフィルターを清掃または交換してくだ
さい。

Autotune機能を実行して、製品を動作条件に適
合させます。

出口圧力が高すぎる。 パイプの直径と長さが一致していることを確認
してください。

ポンプの吸込圧力が低すぎる。MFCと媒体タンク間
の距離が遠すぎます。媒体タンクの位置がMFCに対
して低すぎます。

必要な吸引圧力が200 mbar以下になるように媒
体タンクを配置します。
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10.2.19 基準値に達していない (比例バルブ付きMFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

メッシュフィルターが目詰まりしています。 メッシュフィルターを清掃または交換してくだ
さい。

Autotune機能を実行して、製品を動作条件に適
合させます。

入口圧力が低すぎます。 パイプの直径と長さが一致していることを確認
してください。圧力損失、比例バルブ付き質量
流量コントローラ [} 32]を参照

背圧が高すぎます。 パイプの直径と長さが一致していることを確認
してください。

10.2.20 基準値に達していない (モジュラーアクチュエータ用MFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

メッシュフィルターが目詰まりしています。 メッシュフィルターを清掃または交換してくだ
さい。

Autotune機能を実行して、製品を動作条件に適
合させます。

接続されているアクチュエータは比例バルブであ
り、入口圧力が低すぎます。

パイプの直径と長さが一致していることを確認
してください。モジュラーアクチュエータ用質
量流量コントローラの圧力損失 [} 34]を参照

接続されているアクチュエータは比例バルブであ
り、背圧が高すぎます。

パイプの直径と長さが一致していることを確認
してください。

接続されているアクチュエータがポンプであり、ポ
ンプの吸引圧力が低すぎます。MFCと媒体タンク間
の距離が遠すぎます。媒体タンクの位置がMFCに対
して低すぎます。

必要な吸引圧力が200 mbar以下になるように媒
体タンクを配置します。
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10.2.21 製品出口でのガス放出または気泡の発生 (ポンプ付きまたはモジュラーアクチ
ュエータ用MFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

加圧された液体はガスの溶解度が高くなっていま
す。

可能であれば、液圧を下げてください。

媒体への溶解度が低いガスによる加圧。

10.2.22 製品出口でのガス放出または気泡の発生 (比例バルブ付きまたはモジュラーア
クチュエータ用MFC)

問題解決のために原因を特定します：

原因 ソリューション

加圧された液体は高いガス溶解度を持っているか、
制御バルブ全体の圧力降下によりガス放出が発生し
ます。

可能であれば、液圧を下げてください。

媒体への溶解度が低いガスによる加圧。

無圧媒体をポンプします。
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11 交換部品と付属品
注意

誤った部品による物的損害および負傷の危険。

不適切なアクセサリやスペアパーツは、人身事故、装置およびその周辺に損傷を与える可能性がありま
す。
▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ使用してください。

ご不明な点がございましたら Bürkert社営業所 にお問い合わせください。

11.1 電気アクセサリ

位置 商品番号

büSケーブル、50 m 772413

büSケーブル、100 m 772414

USB-büSインターフェース、電源を含む 772426

ストレート5ピンM12ソケット 772416

角度付き5ピンM12ソケット 772418

メモリーカード 要望に応じて

表 62: 電気付属品、製品のタイプ büS/CANopen

位置 商品番号

USB-büSインターフェース、電源なし 772551

ストレート5ピンM12ソケット 772416

ストレート5ピンM12プラグ 772417

M12プラグ (Aコード) とフリーケーブルエンド付き接続ケーブル、5 m 566923

M12プラグ (Aコード) とフリーケーブルエンド付き接続ケーブル、10 m 571393

M12ソケット (Aコード) とフリーケーブルエンド付き接続ケーブル、5 m 560365

M12ソケット (Aコード) とフリーケーブルエンド付き接続ケーブル、10 m 563108

メモリーカード 要望に応じて

表 63: 電気付属品、製品のタイプ アナログ
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その他のアクセサリについては、製品データシートを参照してください。ケーブルアセンブリは、要望
に応じて作成できます。

位置 商品番号

角度付き8ピンM12プラグ 775070

表 64: アクセサリ：モジュラーアクチュエータ用MFC

11.2 追加のソフトウェア

製品のタイプ büS/CANopen：EDSファイル country.burkert.comからダウンロード

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」 country.burkert.comからダウンロード

büS LabViewドライバー country.burkert.comからダウンロード

表 65: 文書とソフトウェア

http://country.burkert.com
http://country.burkert.com
http://country.burkert.com
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12 取外し

12.1 安全注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パイプの通気と排水を行います。

危険

感電による負傷の危険。
▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も電源を入れないようにしてください。
▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

危険

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
▶ 高温の表面に素手で触れないでください。
▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
▶ 製品をすべての引火性の高い材料または媒体から遠ざけてください。

注意

危険な媒体による怪我のリスク。

動作媒体、その反応生成物、および蒸気との接触によって、怪我をする可能性があります。

吸入した蒸気は健康に害を及ぼす可能性があります。
▶ パイプまたはバルブを分解する前に、危険な媒体を洗い流し、パイプ内の圧力を解放してから空にしま

す。
▶ 使用する動作媒体に関して、該当するすべての事故防止および安全規制を遵守してください。

警告

不適切な分解による怪我の危険。
▶ 訓練を受けた担当者のみが製品を分解できます。担当者は適切な補助具を使用する必要があります。

12.2 分解
装置内の動作媒体を減圧します。

製品を蒸留水ですすいでください。

装置内のフラッシング媒体を減圧します。

製品の電源を切ります。
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嵌合ソケットと嵌合プラグを取り外します。

流体接続を外します。以下の図を参照してください。

流体接続

図 32: 流体接続、たとえばめねじ接続

製品を取り外します。
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13 ロジスティクス

13.1 輸送

注記

輸送損害。

輸送中に製品が保護されていない場合、製品が損傷する可能性があります。
▶ 製品および設置材料の外側にあるケーブル、プラグ、フィルターを取り外します。
▶ 電気インターフェースを保護プラグで保護します。
▶ 汚染された製品を洗浄し、排気します。
▶ 保護キャップで流体接続を閉じます。保護キャップは保護と密閉性を提供します。
▶ 輸送中の汚染を避けるために、製品を2つの適切なクイックリリースバッグに梱包してください。
▶ 製品は、湿気や汚れから保護された状態で、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送してください。
▶ 推奨保管温度を超えたり下回ったりしないでください。

13.2 保管

注記

誤った保管は製品の損傷の原因となることがあります。
▶ 保護キャップで流体接続を閉じます。
▶ 密封されたクイックリリースバッグに製品を乾燥させ、ほこりのない状態で保管します。
▶ 保管温度： –10～+70 °C。

13.3 返品

有効な汚染申告がない限り、製品の作業や検査は行われません。

ご使用済みの製品の返品には、返品番号が必要です。

製品をBürkertに返却する場合は、Bürkertの営業所に連絡してください。
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13.4 廃棄

注記

媒体で汚染された部品による環境被害。
▶ 製品よおびその梱包材は環境に配慮して廃棄してください。
▶ 該当する環境および廃棄規制に従ってください。
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